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ま え が き

古くから紀州木の国といわれ、県土の77％が森林でおおわれている和歌山県は、林木の

成育に適した温暖多雨な気象条件のもとで、林業生産活動が活発に行われてきました。

現在、本県の民有林人工林蓄積は､全国屈指の資源量を誇り､今後､激化が予想される国

産材産地間競争において、有利な地位を占めうる背景は確実に整いつつあります。これら

の資源を有効に活用するためには、林業生産基盤整備や高性能林業機械導入等による林業

生産の高度化に努めるとともに、適切な森林整備を進めていくことが緊要となっています。

一方、今日の社会環境の変化に伴い、ゆとりと潤いある生活を求め、森林・緑資源の維

持造成に対する県民のニーズもますます高まり多様化してきているところであり、森林の

環境財としての活用が強く望まれているところであります。

また、県土の65％を有する山村地域は、従来から農林産物の供給、水資源のかん養、県

土保全等の重要な機能や、すぐれた自然や森林文化を形成し、県民生活に大きな潤いを与

えてきましたが、山村と都市の交流等都市住民の要請は、一段と高まり、山村の役割はま

すます重要となってきています。

このように、森林・林業及び山村に対する多様化する要請に応えていくためには、現状

を正確に把握し、有効に施策を展開することが必要であります。

本書は本県の森林・林業や木材生産及び山村の現状を図表等により、わかりやすく集録

したものです。林業関係者はじめ各方面の方々に広く活用していただき、有効な森林整備、

林業等の振興と山村地域の発展の一助にしていただければ幸いと存じます。
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農林水産部長平松俊次
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和歌山県管内図(森林計画配置図）
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第１森林・林業・木材編

森林資源Ｉ
k琴ノ

森林資源
人工林の現状
天然林の現状
森林の公益的機能
森林計画
森林施業計画
流域管理システム
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Ｉ 森 林 資 源
１．森林資源

ポイント
363,728ha
:、園士地理院)の77％

･本県の森林面積(平成９年４月現在)は、363,728ha
･県土総面積472,376ha(平成5年10月現在、国土地理院)の
．民有林面積は344,786haで、森林面積の95%
国有林面積は18,942haで､森林面積の５%

･民有林の蓄積は80,669千m3で、年平均1,690千m3の成長量

林野面積土地利用の状況
(平成９年４月現在） (平成９年４月現在）

ー

単位 : h a単位 : h a

<民有林の森林資源＞
民有林のうち地域森林計画対象森林は344,254ha，

民有林面積の内訳
（平成９年４月現在）

対象外森林は532ha

民有林蓄積の内訳
（平成９年４月現在）

ー

単位;ha 単位：千m]

資料：林業振興課業務資料
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<市町村別林野率＞
市町村別林野率で85％以上は本宮町をはじめ県南部を中心に15町村に及ぶ。
また、５０％未満は、和歌山市をはじめ、紀北に多く位置する。

市 町 村 別 林 野 率

鵜柵

県平均７７％那
賀
町

那
賀
町

Ｉ か
つ
ら
ぎ

力打
田
町

岩
出
町

岩
出
町

粉
河
町 》蕊九度

箔和歌山市 - < 狸 ｣
塗川叺桃山町１町１町貴志Ｉ

野
上
町

ｰ里里海南市 ：厨尉聞歸ｉ町

ｰ

〃．
資料：林業振興課業務資料
注：１林野率＝森林面積／県土面積×100

２林野面積は平成８年４月１日現在
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<民有林年間成長量＞

民有林年間成長量
単位：千m。

区 分 県 計 紀 北 紀 中 紀 南

合 計 1 , 6 9 0 ３ ０ ０ ５ ４ ３ ８ ４ ７

人 工 林 1 , 4 2 6 ２ ４ ９ ４ ６ ３ ７ １ ４

天 然 林 ２ ６ ４ ５ １ ８ ０ １ ３ ３

合 計 1 , 1 3 7 ２ １ １ ３ ０ ２ ６ ２ ４

人 工 林 ９ ４ ０ １ ６ ９ ２ ４ ７ ５ ２ ４

天 然 林 1 9 7 4 2 5 5 1 0 0

合 計 ５ ５ ３ ８ ９ ２ ４ １ ２ ２ ３

人 工 林 4 8 6 8 0 2 1 6 1 9 0

天 然 林 ６ ７ ９ ２ ５ ３ ３

総 数

普 通 林

、垂ヨノ

制 限 林

資料：林業振興課業務資料

<機能別の森林面積＞
本県の地域森林計画の対象となる民有林を森林機能別に区分し、その機能発揮に努めている。

機能別森林面積
(単位:ha)

ｰ

資料：林業振興課業務資料（森林法第５条に定める地域森林計画対象森林についての数値）

- ３ -

一

区 分 総 数 紀 北 紀 中 紀 南

木材等生産機能 306,779 5２，８７９ 93,243 160,657

水源かん養機能 156,127 2３，０２３ 51,874 81,230

山地災害防止機能 96,153 １３,２８７ 34,065 48,801

生活環境保全機能 21,627 1８,１４２ 986 2,499

保 健 文 化 機 能 41,557 13,821 10,579 17,157



２．人工林の現状

ポイント
･人工林面積210,085ha、人工林率61%。
･人工林蓄積は、62,070千m3
･人工林樹種別構成(面積)は､スギが43％､ヒノキが54％､その他３．％である。
･齢級構成では、８齢級(30～35年生)がピークを示している。

両？一一

罷唾 ｰ

霊蒄

構成比

その他：その他針葉樹及び広葉樹

ヒノキ齢級別面積スギ齢級別面積
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資料？林業振興課業務資料
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<市町村別人工林率＞
市町村別人工林率で60％以上は龍神村をはじめ21町村に及び、中でも70％以上は11町村と

なっている。

市町村別人工林率

桶閥野口剛
本
市 県平均６１％
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卜富田

凡 例
■■人工林率70%以上
"60̅70％
隠蕊潮50̅60%
̅30̅50％
｢-]30%未満

ｮ浜町町
ガ那智勝オ日置川町

古座川町

さふさふさふさふささふみみみみ
太地町

古

本

鰊
料；林業振興課業務資料
注：１人工林率＝人工林面積／森林面積×1㈹

２人工林面積は平成８年４月１日現在
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<民有林人工林齢級構成〉

民有林人工林齢級構成
ha

土
日
９
６
０
６
０
９
６
『

誉雪困馴
杢の．豊■■

一望・・盛

雫 一 一 一 一 一 一 一 ■ ● ■ 一 一 一 一 二 一 一

妃 ” ２

P ロ ロ ロ ロ ロ ロ - ０ ■ -０，心⑳
… ９

ー

“

舟… §Ｆ ■ ロ ロ ロ ロ ロ ー ロ ■ ■ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ■ ■ ■ ■ Ｆ ■ 中 中 ■ 画 ･ ̅ 一 ■ ＝ 画 ■
１

１

-

ぺ

一圃画切一“ の。『
→ - - - - - - - - - ＝ - - ． ． - 古- - - : -

、
ｑ■

｡〉鷺

弓

1防晒Z：

識:_言l l ①屯毎
①

一“、の認

め》らの二
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
日

１
ー編翫勉

『い 竺 竺 、
計謬曽野馬 三豚〃 Ｐ２

一 心 ② 二 、 の 勺 の ロ ー
＝ 二 一” 一四 曾

僅
佇

む雲》ぬ三 一餌 一① 一『 声由

齢報

<民有林人工林の齢級別面積の変動(昭和51年との比較)＞

民有林人工林の齢級別面積

百ha
麺

- ← ５ １ ＝
-■-９年４月４

６

９

中一

○

Ⅱ

Ⅱ

■

９

《

５

日

．

■

一
，
二
口
９
■

●一
■
０
０
や

９
凸
０
０

-
も
，
ｌ

寺-
０
８
０
９

-
０
９
６
９

己

ウ

ー . - . - . . 』 - - - - ‘ - L - - . - - 雪 - . - - 0 . . 一 一 ‘ ． . L ､ - . - . - - - . - . - 4 . - - - . - 0 . - - - - . - 1 - 今 一 一 4 - - - -4 ”
詞１琴---一驚‘ ， , - 〒 ， 、

､ 夕 G ﾛ ､

垂 〆 0 , ,
戸 ． ’ 、 、

- - ｧ 凸 ・ ロ ー ー ー ユ ー 一 一 一 一 Ｌ - - で - 『 - . - - → ロ ー - ． - - １ - → - ﾏ ｡ ▲ - - -

〃 ｑ Ｕ
" C q q O

f D O , ！
〃 ０ ６
『 ０ ０ ２ ３ ４

〃 ＄ 噂

S ､

ー

翅

麺

人工林坐撫遡回慣 ． 凸 一 聖 一 一 一 ‘ ・ ・ - ・ - Ｌ ‘ ･ - - ･ ･ 1 面 - ． - - ‘ - - ・ - ‘ ． ， ･ ･ - - ･ ･ ･ L - - I ¥ - - - ､ - - - I - - ４ - - - -

，噸炉，-１，１-４幅

一
ｐ

Ｊ
Ｊ

Ｔ

。

ｆ
■
ク
。

ｆ

７
Ｊ

■
■
Ｆ

-
１
．
０
１
Ⅱ
０
８
日
凸
０
０

口ロー壷

Ⅱ１．１１１・ｌｌＬＡ『
。
〃

一

毎

口
』

ロ
』

■
』

０-刑罰中Ｉ

ｅ

-
- ＄

Ｉ

。

、

、

・

６

。■■。口早一

桝
一

雷■墨．‘-↑-

１

Ｊ

夕

・ａ凸マグ。

◆

．-＋-野幸--ヂヂ

、
-
-
』
-
麺
甲

全

一

。

-

凸旬

・

毎

？
《
■
Ⅱ
出
ゥ
-
』
．
-
-
例
）１

句●一。

Ｉ

1ｍ

６
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ 0 １ １ １ ２ １ ３ 以 上

齢級

資料：林業振興課業務資料

- ６ -



3．天然林の現状

ポイント
･天然林面積は129,621haで、民有林のうち38%を占める。
･天然林蓄積は、18,599千m3．
．天然林の内訳は、広葉樹が93％、マツが６％、その他針葉樹が１％である。

天 然 林 資 源 状 況
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4．森林の公益的機能

ポイント
･森林は木材生産のほか､多様な森林機能を有し､県民生活に大きく貢献している。
･森林公益的機能は、水源かん養機能、酸素供給大気浄化機能、保健休養機能等
である。
･森林の持つ公益的機能を計量化すると平成８年には、年額6,577億円の効果を
県民にもたらしていると評価される。

<森林機能の種類＞
・森林機能を計量するため、森林機能を下記の６種の機能から評価したものである。
酸素供給・大気浄化機能保健休養機能水源かん養機能
野生鳥獣保護機能土砂流出防止機能土砂崩壊防止機能

ｰ

森 林 の 公 益 的 機 能 の 評 価 額
（平成８年度調査）
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５．森林計画

＜森林計画制度の体系＞
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6．森林施業計画

ポイント
｡森林施業計画は伐採や造林・保育等の計画的な推進。
･森林施業計画の認定面積の累計は平成７年度で民有林(県有林を除く)の７６
％にあたる256,193haである。

･平成７年度の実績は、属地森林計画が44,719ha，
属人森林計画が7,829ha
特定森林計画が356haである。
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７．流域管理システム

ポイント
･森林を管理する上で合理的な地域の広がりである｢流域｣を基本単位とする。
･流域内の市町村、森林・林業、木材産業関係者等の合意形成の下に、木材
の生産・加工・流通各部門の連携による民有林・国有林を-体とした森林
整備と国産材供給体制を整備。

◎流域における合意形成を図る場として、「流域林業活性化センター」
「流域林業活性化協議会」、「専門部会」を設置。

◎森林・林業関係者の合意の下で「流域林業活性化基本方針」及び「沸
定し、その具現化に向けた取組みを推進。
和歌山県における取組み

及びセンターの下に

及び「活性化実施計画」を策

･和歌山県の流域は、紀北、紀中、紀南の３流域である。
･平成３年度から平成６年度までに各流域で流域林業活性化センターを設立し、活性
化基本方針を策定した。

･紀中流域、紀南流域は先導的流域(他の流域のモデルとなる流域)に選定されている。

ー

和歌山県各流域の概要
『-----=一・■ー･ロー-一･･一･■･ロ･ロー-=一一・・＝｡｡-.ロー-口Ｔ

I(紀北流域林業活性化センター）
Ｉセンターの設立平成６年９月16日
,セソター事務局海草県事務所林務課内１
１活性化協議会の会員数３３名｜
,専門部会：生産流通加工部会

森林活用部会
Ｌ､．--．ローーー,ﾛ､ .ｐ-------，､ローーーーーーーーー.--- ‘ . .-Ｊ

ｒ･ロロロロロ･口･口･ロ･ロロ・・・･ロ･･･ロ･・・ロ･･･ロロローー｡。ー･口･ロ･。.■ー･-･-ーーー可

：（紀中流域林業活性化センター）
,センターの創立平成３年12月４日
Ｉセンター事務局日高県事務所林務課内Ｉ
； 活 性 化 協 議 会 の 会 員 数 ３ ４ 名 １
１専門部会：林業労働対策小委員会

作業道等路網対策小委員会Ｉ
流通加工対策小委員会

：先導的流域の選定：平成５年５月７日，
Ｌ＝＝一一.．．．．--．．０．＝-０．--．．-画q，一一一一-０．---＝-Ｊ

…

ｒー●ローーーーーーー･ローー･ロー・・ー･口一・・ー一・口･ローーーーーーー。｡ー０口■･ロ｡-･-̅･-可

：（紀南流域林業活性化センター）Iセンターの設立平成4年７月3日（東地区)｜
平成５年12月９日（西地区) I

１センター事務局東牟婁県事務所林務課内（東地区)I
西牟婁県事務所林務課内（西地区)I

： 活 性 化 協 議 会 の 会 員 数 ２ ７ 名 ( 東 地 区 ) I
３５名(西地区)I

：専門部会：経営部会、労働部会、流通・加工部会１
１先導的流域の選定：平成７年４月19日
Ｌ、． -＝一一口．一・．一一・． - - - - - - - - 一・・一一一一・■ - - ＝ - 口 ■ ﾛ ■ - ・ ■ - ・■ - ･ ■ ・■』
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森林の保全I I
保 安 林
林地開発行為の許可
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森林の保全I I
1 ． 保安林

ポイント
・公益的機能の発揮上重要な森林を保安林に指定している。
・県下の保安林面積は、平成９年３月31日現在、１３種類で104,714haである。
・県下の森林に占める保安林率は29％となっている。
・所有別内訳は国有林が12,407ha，民有林が92,307haとなっている。

保安林の種類別面積

保安林面積:104,714ha
土砂崩壊防備保安林その他

ー

砂流出防

ん
）
養保安林

保安林種の重複については
上位の保安林へ計上

ー
保安林面積の推移
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２．林地開発行為の許可

ポイント
･１haを超えて開発行為を行う場合は知事の許可が必要。
･森林の秩序ある他用途への転用開発保持のため､林地開発許可､連絡調整を
行っている。
･開発許可実績は､平成8年度末で112件2,058hao
･連絡調整実績は、平成８年度末で150件2,030ha。

林地開発許可実績 林地開発許可面積割合
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３．県土の保全。治山事業

ポイント
･治山事業は､林地の崩壊を防止・復旧等を行います。
．このほか生活環境保全林等の保安林整備を行います。
･治山関連事業費は、林業関係一般予算の約３割を占めています。

治山事業の推移(事業費）
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４．森林被害

ポイント
･平成８年度の松くい虫の被害材積は、3,486m3で、昨年度に比べると492m'減
少した。

･予防は､徹底するため､特に保全すべき松林を重点に総合的な防除対策を進める。
･平成８年度の火災発生件数は、３０ケ所、5.77ha
･平成７年度末の森林保険の契約保有高は、5,741件、54,723haである。

松くい虫被害材績と駆除材積及び予防面積
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<森林火災＞
平成８年度の火災発生件数は、３０ケ所、5.77ha

<森林保険＞
平成７年度末の森林保険の契約保有高は、次のとおりとなっている。

率(％）件 数 面積(ha)

平成７年度末の契約保有高 54,723 2６．０5,741
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資料：森林整備課業務資料
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林業経営III
造 林
間 伐
素 材 生 産
林 道
林 業 機 械
林家と林研グループ
林 業 経 営
森 林 組 合
山林用種苗の生産
林 業 公 社
林 業 労 働
林 業 金 融
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林業経営111

珪垣 林１

ポイント
･平成８年度の造林は557haであった。
･戦後活発に行われた人工造林は、昭和30年の12,167haをピークに減少。
･樹種別では、ヒノキが最も多く、平成８年には66％を占める。
･資金別では、補助造林が最も多く、平成8年には59％を占める。

造

震
蕊
震

林

一

｜

-
０
８
０
■
０
０
８
０
８
』
０
８

-

面 積

ha 一一一
・
６
．
１
．
１
１
１
．
１
４

㈹

㈹

㈹

５

０

５

１
Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

１

１

Ｊ

Ｉ

１

ｌ

ｄ

Ｉ

ｌ

１

ｌ

１

１

１

１

プ

ｌｉ

Ｉ

Ｉ

ｰ

１
造
林
面
積

織膨､歩,､少」
巳 、 、 、 、 ﾛ

０
６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５５８５９６０ ６ ７ ８

年度

平成８年度地域別造林面積ｰ

”鋤東牟 郡詔婁１ 蕊霜づま癖
師
癌
為
専
患
帝
緑
鞠
鰯
圏… 幸 悪 寒 畢 率 唾 率 率 尽

母
ｃ
ｃ
ゆ
ｐ
■
、
●
９

４

４

４

申

◆

。

｢日高郡
1詔
(31.醜）

西牟婁郡
１髄 …

(四・8%）

単位 : h a

司 7 -

識躍率驍
Ⅷ
罰
馴

-
８
８
０
８
０
０
９
０

-１
-■■■■■、■、

■
Ｉ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

■
ｐ

■
■
■
・
Ｏ
０
０
ｐ

Ｂ
Ｆ
Ｉ
０
-

Ｕ
Ｉ

霧
蕊 蕊

秘
萄

０

０

１

１

０

０

０

０

ｌｌｌ０ｔＩ０ｌｌ-《一尾隅隅呼蹄』闇儲』一厘目唾唖一
タ
ヴ
タ

、

、

Ｆ
Ｆ
Ｐ

’



樹種別造林面積
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資料：森林整備課業務資料
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伐２．間

ポイント
・生産性の高い林業経営をおこなうための適切な間伐作業の推遣
・平成８年度の間伐実績は、6,966haであった。
そのうち､流域総合間伐実施事業による実績は2,200haで全体の32％である。

間伐実績の推移
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資料：森林整備課業務資料
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３．素材生産

ポイント
･平成７年の素材生産量は265千m3で、前年を12%とかなり下回っている。
･素材生産量265千m3のうち製材用が243千m3と92%を占める。
･樹種別では、スギが55.1％、ヒノキが37.4％であるｂ
･所有形態別では、民有林が93.2％、国有林が6.8％である。
･平成７年の木材生産林業所得は101億円で前年より減少した。

用途別素材生産量
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所有形態別素材生産量７年次
全牛定量：265千m。
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上
詞く

1％）

民有林
247
(93.盤）

単位：千mj単位：千m，

資料：木材需給報告書
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スギ・ヒノキ等の素材生産量の推移
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木材生産所得と素材生産量の推移
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林 道４

ポイント
･民有林林道の総延長は９年４月１日現在で670路線1,620kmとなった。
そのうち、自動車道は1,335kmで、材這密度は3.88m/haである。
･平成８年度の事業費は約43億円となっている。
･自動車道の舗装率は、平成８年度現在39.0％となっている。

林道開設の推移
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林道開設別実績
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資料；林業振興課業務資料
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市町村別林道密度図（平成9年４月１日現在自動車道）
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資料：林業振興課業務資料
注１林道密度＝自動車道÷民有林面積×100

２民有林面積は平成９年４月１日現在
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５．林業機械

ポイント
･林業機械の台数の多いものは､チェーンソーの4,501台､刈払機の3,285台
で あ る ｡ ：

． １ ，．そのほかに多く使われ莚いるのlま､集材機索菖ﾓｿﾚｰﾙ､フォーク
君 I : E ～ゞ 」 : 恭 速 ”

リフト、動力枝打機である｡.j
- 丸 『 脾 . ， 鳶 ､

， ： f ： ４ ・ ：･高性能林業機械Ｉ説ハニ窓ス久フォワー蕊;タワーヤーダ、グラップル
ｆ 、 f ‘ ． ‘ ：

ソ ー の 導 入 が 見 ら れ る ａ '

平成８年度林業機械・器具の現況

､ ｰ

、-ノ

-２４-

機 械 種 名 適 用 台 数
索
道

索 道 重 最 式
索 道 動 力 式

9５
8４

集材織
小 型 集 材 機
大 型 集 材 機

動力10ps未満
動力1Ops以上

191
３１７

モ ノ ケ ー ブ ル ジグザグ集材施設 2５
リ モ コ ン ウ イ ン チ リモコン、ラジコソによる可搬式木寄せ機 ９
自 走 式 搬 器 1６
モ ノ レ ー ル 懸垂式含む 107
小 型 運 材 車 動力20ps未満

動力20ps以上
3１
９

ホイールタイプトラクタ 林内で集材等の作業を行うホイールタイプのトラクタ ３
クローラタイプトラクタ 上記でクローラタイプのもの ６
フ ォ ー ク リ フ ト 178
フ ォ ー ク ロ ー ダ 1３
ク
レ
ー
ソ

ク レ 一 ソ
クレーソ付き
ト ラ ツ ク

トラッククレーソ、ホイルクレーソ、グラップルクレーソ
グラップル付きタイプ
それ以外のもの

3４
１１
5０

ト ラ ク タ シ ョ ベ ル 搬出、育林用等に係わる土工用 1１
ショベル系堀削機械 搬出、育林用等に係わる土工用 2１
チ ェ 一 ソ ソ ー 4,501
チェーソソーリモコソ装置 リモコンチェーンソー架台 ５
刈 払 機 携帯式刈払機 3,285
植 穴 堀 機 ４
動 力 枝 打 ち 機 自動木登り式 151

背負い式等の上記以外のもの ４１
苗 畑 用 ト ラ ク タ ３
フ ェ ラ ー バ ソ チ ャ 立木を伐倒、集積する自走式機械
ス キ シ ダ 牽引式集材専用のトラクタ -

プ ロ セ ツ サ 枝払い・玉切りする自走式機械 ６
ﾉ 、 - ベ ス タ 伐倒・枝払い・玉切りする自走機械 ２
フ ォ ワ ー ダ 積載式集材専用車輔 １
タ ヮ ヤ ー ダ 元柱を具備した自走式車輌 ４
グ ラ ッ プ ル ソ ー 巻立・玉切り自走式機械 ６



6林家と林業研究ケループ

ポイント
・1990年現
・保有林５
・山林の保
・林業研究

半

在の林家数は、29,321戸である。
ha以下の林家が全体の84.5%を占め、零細な林家が多い｡、
有目的は規模が小さい林家ほど財産保持的意識が強い。
グループは、平成９年４月現在、３２グループ867火である。

保 有 山 林 規 模 別 林 家 数
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保有山林面積規模別林家数と面積 (和歌山県計）
単位？林家数；戸、面積:ha

累 計 1～５０．１～１ ５～1０ 10～２０１２０～3０ 30～5０ 50～1()０ 100～500 500以上
林家数
一 一 一 一 一 ＝

構成比
２９，３２１

一 一 一 一 一 ＝ 一 一

１００．０

１４，９５２
- ■ ■ - ■ ■ 一 ｑ ■ ■ ■ ■ ｂ

５１．０

９，８３２
- 一 一 一 一 一

３３．５

2,225
一 一 一 一 一 一 一

７．６

１，２８８
ー ■ ■ 一 ■ ■ 一 ー 一

４．４

３７３
- - - - - - -

１．３

３０７
- ー ■ Ⅱ ■ ｂ ー ー 』 ■ ■ 一 一

１．０

２０４
- 一 一 一 一 一 一

０．７

１１５
一 一 一 ＝ 一 一 一

０．４

２５
一 一 一 一 一 一 一 ＝

０．１
…

面 積
一 一 一 一 一

構成比
１４９，６１８

- 一 一 一 一 一 一 一

１００.０
５，９７０

一 一 - ｰ 一 ̅ ー

４．０

２０，９４５
一 一 一 一 ｰ 一 一

１４．０

１４，４１８
一 一 一 ー 一 一 一

９．６

１６，３４０
- - ■ ■ 一 一 一

１０．９

８，３５９
■ ■ ■ ■ ■ 一 一 一 一 一

５．６

１０，８６１
一 一 一 一 一 ■ ■ 一 ＝

７．３

１３,１８５

８．８

２２，３０１
ー １ ■ ■ 一 ■ ■ ， 一 一 一

１４．９

３７，２３９
- - - - - - -

２４．９

保有山林面積規模別林家数と面積(世界農林業センサス）
林家：世帯である林業事業体をいい、農家林家及び非農林家をいう。
腱家林家：世帯である林業事業体のうち、農家である世帯をいい、平成２年２月１日

現在の保有山林が0.1ha以上の林家をいう。
非農家林家：世帯である林業事業体のうち、農家以外の世帯をいい、平成２年２月１日

現在の保有山林の各筆の面積のいずれかが0.1ha以上の林家をいうO'
保有山林：世帯が単独で経営できる山林のことをいう。すなわち、所有山林から貸付

林と他の分収させている山林を除いたものに、借入地と分収している山林
（割りかえされる割地を含む。）を加えたものをいう。

資料；世界農林業セソサス

- ２ 宗



保有山林規模別林家数と所有面積の構成比
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人 工 林 率 別 林 家 数
(1ha以上の林家：林家は非農家林家1ha以上と農家林家1ha以上を加えたもの）

…
80%以上１０%未満 60～8０人工林なし 20～4０ 40～6０県 計 10～2０

１,３６４ 7,928881 １，２２２林家戸数 ２１０ 3411４，３６９ 2,423

８．５ ９．５ 5５．２６．１構 成 比 1６．９ 1.4 ２．４100
ﾛ

<林業研究グループ＞
林業研究グループの数と会員数

グ
ル
Ｌ
プ
数

９

８

６

４

２

１

“ ４

麺

９△

;麺 ｰ

1田

２

林業研究グループ
郡別構成割合

１グループ当たりの会員数＝27人

農資料：林業振興課業務資料
醗露庫酷躍騨躍尾腎

単位?人
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7．林業経営

ポイント
･伐出労賃単価の上昇は、平成７年において、昭和50年の2.51倍となる。
一方、山元立木価格は0.52倍と低落し、林業経営の収益率は著しく低下し

てきた。

伐木造材の作業者賃金の推移 (50年の賃金を100とする）
指 数 指 数 術

１ ０ ０ 林 業
１ ９ ４ 労 側
１ ７ ８ 「 材
２ ４ ５ 謡
２２２（各ゴ
２３５
２６５
２４５
２５８
２５１

全国平均
5,396円
8,213円
8,580円
9,513円
9,803円
10,924円
10,591円
11,709円
12,176円
11,916円

和 歌 山
5,559円
10,775円
9,883FJ
13,643円
12,336円
13,067円
14,706円
13,615円
14,365円
13,966円

考
林業統計要覧
労働省
「林業労働者職種別賃金
調査報告書」

(各年とも10月調査）

100
152
159
176
182
202
196
217
226
221

型壁印一元-２ｌ３-４ｌ５６ｌ７

ー

スギ山元立木価格の推移 (50年の価格を100とする）
全国平均
19,726円
22,707円
15,156円
14,282円
14,595円
14,206円
13,060円
12,874円
12,402円
11,730円

指 数
１００
１１５
７７
７２
７４
７２
６６
６５
６３
５９

山
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円

７

１

０

８

７

８

９

９

４

７

歌
飢
鉛
釦
訂
“
、
妬
叩
加
釣

了

Ｆ

分

，

＄

ｙ

９

，

刃

夕

３

６

５

５

６

５

３

４

３

２

和
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１

指 数 備
１ ０ ０ 林 業 ＃
１ １ １ 財 団 ＄
６ ５ 「 山 １
６ ５ 価 イ
６７ （注
６３
５６
５９
５５
５２

考
林業統計要覧
財団法人日本不動産研究所
「山林素地及び山元立木
価格調べ」
（注）立木価格は、

利用材積１mﾕ当たり
平均価格
（毎年３月現在）

別一弱一釦一元-２’３４-５-６-７
ｰ

伐木造材作業者賃金と山元立木価格の推移
（昭和50年を100とした指数）
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伐 出 業 労 働 賃 金
（全国値推移）
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資料：スギ中丸太製材用素材価格(経14～22cm，畏さ3.65～４m);木材需給報告書
山元立木価格(スギ）；「山林素地及び山元立木価格鯛」

望 8 -



８．森林組合

ポイント（以下、森林組合員統計調査の平成６年度末現況より）
・平成７年度末の森林組合総数は、４１組合、組合員総数は、22,117人であり、
組合員の所有森林の総面積は269,384haとなっている。
・組合資本については､払込済出資金総額790,523千円と毎年度増資を行い
林業構造改善事業等の補助事業を活用して、共同利用施設の充実に取Iﾕ組
んでいる。
・事業は、２４組合が作業班を有し、１１組合が林産事業で52,558̅Fm9の素材生
産を実行し、２４組合で457haの新植を実行している。
ｲ乍業班員は､総数593人､年間150日以上の従事者は385人､210日以上の従
事者は、264人となっている。また、年齢別では、４０歳未満の従事者が４９
人で、６０歳以上の従事者が342人となっている。

ー 払込済み出資金等の推移
園有形固定資産餌圏払込済出安全囮剰余金

鋤岬岬恥恥岬岬岬姻唖岬鋤伽岬岬岬０

千
円 鍵
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額＝ ＝＝ ＝

４５ ５５ ６０ ６１ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７
年度

組合員総数の推移

麺
麺
函
郵
姻
麺

人

合員捻数

年度
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作業班員数と専従職員数の推移

■作業蓬員致雪専提窟員数
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払込済み出資金等の推移 (各年度別、単位５千円）

組合員総数の推移 (各年度別、単位：人）
… ノ

作業班員と専従職員の推移 (各年度別、単位：人）

､ - ノ

資料：森林組合一斉調査結果（平成７年度未現況）
-３１-

4５ 5５ 6０ 6１ 6２ 6３

有形固定資産額 255,575 485,948 925,422 947,682 935,087 971,450

払込済出資金 130,847 330,053 395,189 408,706 419,622 472,592

剰 余 金 19,199 62,944 42,800 52,067 85,815 171,596

元 ２ ３ ４ ５ ６ ７

有形固定資産額 1,086,463 1,109,144 1,156,799 1,219,817 1,283,907 1,352,770 1,577,506

払 込 済 出 資 金 526,762 555,935 592,174 615,675 731,634 757,746 790,523

剰 余 金 235,587 299,889 345,251 405,267 488,510 513,%8 538,315

4５ 5５ 6０ ６１ 6２ 6３

組 合 員 総 数 23,766 ２２，６５６ ２３，２４６ 23,326 23,456 23,206

元 ２ ３ ４ ５ ６ ７

組 合 員 総 数 23,566 22,416 22,535 22,553 22,517 22,428 2２,１１７

5５ 5６ 5７ 5８ 5９ 6０ 6１ 6２

作 業 班 員 数 991 1,294 １,０４７ 1,001 1,012 832 ８１１ 794

専 従 職 員 数 120 133 133 132 128 125 126 126

6３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７

作 業 班 員 数 ７１３ 773 750 764 761 679 642 593

専 従 職 員 数 130 132 138 139 137 146 156 159

5５ 5６ 5７ 5８ 5９ 6０ 6１ 6２

木 材 販 売 数 量 37,783 38,902 39,992 46,569 5１，５８３ 53,640 56,283 69,670

木 材 牛 産 数 最 30,044 42,887 32,787 2４，６９８ 2２，４１４ 34,990 37,922 38,161

6３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７

木 材 販 売 数 量 76,544 7８，３１６ 8５，８３３ 8６，５８５ 82,976 93,327 93,957 92,588

木 材生産数量 42,214 40,718 38,372 6０,６７８ 5１，２４７ 62,846 46,818 52,553



９．山林用種苗の生産

ポイント
･平成８年度の山行苗木生産量は2,326千本である。
そのうち、スギ549千本、ヒノキ1,770千本、マチ７千本である。

･生産量は年々減少し、平成８年の実績は昭和55年の20.0％となった。

山行苗木生産量の推移
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10．林業公社

ポイント
･林業公社は民法第34条の規定に基づき設立された公益法人です。
･分収造林方式により計画的に拡大造林等を進める機関として設立された。
設立：昭和43年３月１日
･分収森林の整備のため、造林、保育、間伐等を実施している。

<分収造林＞
分収契約面積:3,818ha
内人工林:3 ,326ha

所 有 形 態 別 面 積
（人工林）ｰ

共有林

法人
（１５

ｰ

<緑のオーナ制度＞
分収林箇所数４ヶ所

面積27.51ha(上記人工林の内数）
契約者数203人

<造林事業以外の業務＞
植物公園緑花セソターの管理業務
緑のコソサルタソト事業
森林土木測量設計積算業務

松食い虫の防除作業(予防）
自然薬草園維持管理業務
緑化技術指導相談事業

資料：森林整備課業務資料
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11林業労働

ポイント
減少し高齢化する林業就業者
国勢調査によると平成７年の本県の就業者は2,078人で、昭和30年に対して
85％の大幅な減少を示している。
また、６０歳以上のものが占める割合が、昭和83年の8.8％に対じて平成７年
は48.2％となっており、高齢化の進展が著しい
しかし、近年、若年層の新規参入もみられ、平成２年から平成7年にかけて
若干ではあるが減少傾向が鈍化している。
今後、若年新規参入者の更なる確保及びその定着が課題となる。

4

ｆｌ

<林業就業者数と年齢階層別就業者数及び構成比の推移＞
ｰ

上段：就業者数(人）
下段：構成比(％）

年次｜総数’１５～19歳|２0～29歳|３0～39歳|４０～49歳|５０～59歳|６０歳以上
2,962

一 一 一 一 一 一 一 一

２１．１
2,464

- 一 一 一 一 一 一 一

１７．５
２，２５５

- - 一 一 一 一 一 一 一

１６．０
１，２４０

- - ■ ■ ■ 一 一 一 一 一 一

８．８
1,188

一 一 一 一 一 一 一 一

８．５
___３２鯉2-

２８．１昭和30年 14,051

2,287
一 一 一 一 一 一 一 一 ｡

１７．１
１，５０６

- ｑ ■ ■ 一 一 一 』 ■ ■ 一 一 ＝

１１．３
５３６

- 一 一 一 一 一 一 一 一

４．０
3,041

ー ー 一 一 一 一 一 一

２２．８
３，５３５

- ー 一 一 ー ー 一 一

２６．５
2,458

一 一 一 一 一 一 一 一

１８．４昭和35年 13,363

1,878
ー 一 一 一 一 一 一 一

２７-３
1,704

- 一 一 一 一 一 一 ＝

２４．８
１,３４１

- - ー 一 ■ ■ ー ■ ■ ー ■

１９．５
1,097

一 ■ ■ ー ー ー 一 一 ■ ■ ■

１５．９
９６

- ■ ■ ｈ 一 一 一 』 ■ ■ ■ ■ ■ r ■ ■ ー

１．４
７６６

- ー ■ ■ ■ ｑ ■ ■ 一 一 一 ー

１１．１昭和40年 6,882

1,216
一 一 一 一 一 一 一 一

２０．４
1,751

- 一 一 一 一 ■ ■ ー ■ ■

２９．４
1,385

- ー ■ ■ ｂ ー ー ー 一 一

２３．３
1,252
２１．０

４８
＝ ■ ■ ー ー １ ■ ■ 且 ー 一 一 ー

０．８
３０４

- - ｰ ｑ ■ ■ - - - - -

５．１昭和45年 5,956

1,693
３３．８

1,392
一 一 一 一 一 一 一 一 ■

２７．８
1,045

- 一 一 一 一 一 一 一 一

２０．８
２１３

一 一 一 一 一 一 一 一

４．２
６４６

- 一 一 一 一 一 一 一

１２，９
２５

- 一 一 一 一 一 一 一 一

０．５昭和50年 5,014

1,170
ー ■ ■ 一 一 一 一 一 一

２８．７
1,419

一 一 ー ー ー ー 一 一 -

３４．８
帥-５
９
-
３

-
２

１６２
- - ｑ ■ ■ ■ ■ ■ 一 一 一 一

４．０
３４８

- - - - ＝ 一 一 一

８．５
１８

- - - ｑ ■ ■ 一 。 ■ ■ 一 ． ■ ■ ー

０．４昭和55年 ４，０７７

２３２
一 一 一 一 一 一 』 ■ ■ ＝

７．７
５７６

一 一 一 ー q ■ ■ ■ ■ ■ ー 一

１９．１
１，２７８

- - 一 一 一 一 一 一

４２．３
７９９

- - 一 一 一 一 一 一 一

２６．５
１２

凸 一 一 ■ ■ ■ 一 ■ ■ ■ ■ ■ 一 一

０．４
１２２

- - - - - - - -

４．０昭和60年 3,019

１５４
ー 一 一 一 一 一 一 一

６．７
３０９

ー 一 一 一 一 一 一 ． ■ ■

１３．４
９１０

ー 一 一 一 一 一 ー ー

３９．４
８４２
３６．４

１１
ｑ ■ ■ 一 一 一 ｑ ■ ■ . ■ ■ 一 一

０．５
８６■ 一 一 一 一 一 一 一 一

３．７平成２年 2,312
ｰ

１５７
一 一 一 一 一 一 一 一

７．６
２４７

- - - 一 一 一 一 -

１１．９
５４５

一 一 一 一 一 一 一

２６．２
__-ﾕ聖QOL

４８２
１３

＝ 一 』 ■ ■ 一 一 一 一 一 一

０．６
１１５

- 一 一 一 一 一 一 一 一

５．５平成７年 2,078

資料：国勢調査
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<地域別年齢階層別就業者数及び構成比＞
上段：就業者数(人）
下段：構成比(％）

地域区分｜総数’１５～19歳|２0～29歳|３0～39歳|４0～49歳|５０～59歳|６０歳以上
６

- 一 一 一 ■ ■ ■ 一 一 一

８．７
４

- 一 一 一 ■ ■ ■ ー Ｉ ■ ■ 一

５．８
９

- - - ｑ ■ ■ 一 ｑ ■ ■ - ■ ■

１３．０
１６

ー 一 一 一 一 一 一 一

２３．２
３４

- 一 一 一 一 一 一 一 一

４９．３海 草 6９ 一 一 一 一 一 一 一 一 一

０．０
１

ｰ ー 一 一 一 一 一 ■ ■

３．１
２

- 一 一 一 一 一 一 一

６．３
４

ー ＝ ＝ ■ ■ 一 一 一 ■ ■

１２．５
９

- ー ■ ■ 一 ■ ■ 一 一 一 口

２８．１
１６

一 一 一 一 一 一 一 一 一

５０．０那 賀 3２ ■ 一 一 一 一 一 一 一 一

０．０
２

申 一 一 一 一 一 一 一 一

１．１
１３

ー ＝ 一 一 一 一 一 一

７．１
２３

- 一 一 一 - - １ ■ ■ 一

１２．５
２３

ー ■ ■ ー ー - １ ■ ■ ー -

１２.５
３９

- 一 一 一 一 一 一 一 ■

２１．２
８４

一 一 一 一 一 一 一 ー ＝

４５．７伊 都 184

９
- 一 一 一 一 一 一 ー

４．７
１２

＝ 一 一 一 一 一 一 ー

６．３
１８

- ー ー - 一 一 一 ■ □

９．４
６４

- ー - - - 一 一 ■ ■ 年

３３．５
８８

- - ー １ ■ ■ ｑ ■ ■ １ ■ ■ ■ ■ １ ■ ■ ■

４６．１有 田 １９１ Ｐ ｰ 一 ー - 一 一 一 一

０．０
６

一 一 - 一 一 ｰ 一 一 一

１．３
２７

- ー 一 一 一 ー ー ー

５．８
３３

- 一 一 一 一 一 一 ＝

７．１
５０

- ー ー ー ー 一 一 一

１０．８
１０６

- - 一 一 ー ー ー ー

２２．９
２４１

- - - ー ■ ■ 一 一 一 画

５２．１日 高 463
Ｉ ３

口 ■ ■ 一 一 一 一 ｑ ■ ■ ー ー

０．５
２１

- 一 一 ー 一 一 』 ■ ■ ■ ■

３．７
４３

ー 一 一 一 ー 一 一 一

７．６
８１

ー ー ー １ ■ ■ ■ ■ ー 一 一

１４．３
１６６

■ ■ ー ■ ■ 一 一 一 一 ■ ■

２９．２
２５４

- ー 一 一 一 一 一 一 や

４４．７西牟璽 568

２
一 一 一 一 一 一 一 一 一

０．４
３８

巳 一 ■ ■ ■ 一 一 一 一 一 一

６．７
４０

- 一 一 一 一 一 ー 一

７.０
６２

一 一 一 一 一 一 一 一

１０．９
１４５

２５．４
２８４

- ■ ■ ■ ー ー ー ー ー ー ＝

４９．７東牟婁 571
ー

１３
一 一 一 一 一 一 一 一 一

０．６
１１５

口 一 一 ｑ ■ ■ 一 一 一 一 一

５．５
１５７

- - - - - - - -

７．６
２４７

- - 一 ー 一 ー 一 一

１１．９
５４５
２６．２

1,001
一 一 一 一 ー ー 一 一 一

４８．２県 計 2,078

資料：平成７年国勢調査

<森林組合における新規参入者の採用状況＞
平成４年から一部の森林組合において、月給制の導入等労働条件の改善を推進し、

を積極的に確保しようとする動きがみられる。
労働力

採 用 年 次
採 用 組 合 数
新 規 参 入 者 数

１０代採
用 ２ ０ 代
時 ３ ０ 代
年 ４ ０ 代
齢 ５０代
別 ６０以上

出 地 元 採 用 者県内から
Ｕターソ県外から

身 計
県内から

別 ’ タ ー ソ 県 外 か ら計
職 新 卒 者
歴 転 職 者
別 そ の 他
平成8年12月31日までに退職した者

年
５
０’-１

４成平 》’７｜犯-２ｌ４ｌ８ｌ６ｌ２
》’９一四一２｜加一２３-２
》’８｜刀１｜理１’３
》’７｜皿-３’６３-１１

合計（蝋成比;％）
一 一

8 2 1 一
８１９．８
３，４０．２
２１’２５．６
１３１１５.９
６１７．３
１’１．２
３３１４０．２
５１６．１
４１４．９
９！１１．０
５１６．１
３５１４２.７
４0i４８.８
１７１２０.７
６３１７６.８
２，２４
１９！２３．２

採
用
時
年
齢
別

１
’
７

ー
１
’
１
-
-
６
’
２

７ｌ１ｌ１ｌ２ｌ１’昭一週-２｜別

９

１

５ｌ１１ｌ２ｌ１ｌ９ｌｍ
-４’昭

６出

Ｕ タ ーン ２
-
２
-
２
４
ｌ
６
-
５
ｌ
９

身 ２ ｌ
-
１
ｌ
８
９
’
６
週

Ｉターソ ２
-
２

別

職
歴
別

８
-
２
’
４ ５５ ５

※新規参入者とは、林業に初めて就業する者をいう。 資料：林業振興課業務資料
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１２林業金融

ポイント
･主な林業関係制度金融には、農林漁業金融公庫資金、林業改善資金、木材
産業等高度化推進資金がある。
．これらのうち、県では林業改善資金の貸付けや木材産業高度化推進資金の
貸付原資の供給を行っている。

林業関係制度資金の貸付実績及び残高
(単位：千円）

平成６年度末 平成７年度末 平成８年度末一

睡 鐘
貸 付 実 績
貸 付 残 高

82,551

280,157

４９，７６３
２４５，６６９

38,823
197,617

林 業 改 善 資 金
ー

木材産業等高度化
推 進 資 金

貸 付 残 高 1,409,700 １,０１３,２００ 1,085,500

<林業改善資金＞
林業経営の改善、林業労働に係る労働災害の防止、林業労働従事者の確保及び青年林業者

等の養成確保を図るための林業従事者等の自主的努力を積極的に助長することを目的に無利
子の資金を貸付ける。 雨

詞

劉

ｰ
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

[ ｜
’

事務再委託機関
(森林組合）Ｋ

南子華覗

貸
付
け

’林業従事者等

弓 6 -

- - - & ２ -
林業改善資金制度の仕組み

鍔 畠
一 一 一

、

割、 ／ |（銅組合連

／

、

国

市 町 村



<木材産業等高度化推進資金＞
木材の生産及び流通の合理化を促進し、木材供給の円滑化を図るため、木材の生産．

通を担う事業者がその行う事業の合理化を推進するのに必要な資金を低利で融通する。
木材の生産又は流

木材産業等高度化推進資金の仕組み

「圖司国

出
資
等

､ I /

.〈菫二二一-’
１
０’合認｜畠
Ｉ理’ 化 Ｉ 化
｜許‘画定鴇
１ １
１ ，

、 1 ／ ’

函貸付け】借受着｜
(４，３倍協調融資）列、

農林漁業信用
基 金 訓 県

借入れ
（低利預託）

ｌ

原
資
供
給

中
手
》
叩

-

刈／
１

指定金融機関 借 受 者

債務保証

<農林漁業金融公庫＞
農林漁業者に対して、農林漁業者に対して、農林漁業の生産力を維持増進するために必要な長期かつ低利の資金

で、一般の金融機関が融通することを困難とするものを融通する。
林業基盤整備資金(造林､林道資金)､森林整備活性化資金及び農林漁業施設資金などがある。

ｰ

<農林漁業信用基金＞
農林漁業信用基金の債務保証制度は、林業者等が林業経営の改善又は木材の流通の合理化

のために必要な資金を融資機関から借入れる場合に、その借入れに係る債務を保証して、こ
れらの資金の融通を円滑にすることを目的としている。

- ８ 裾
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木材産業Ⅳ

木材需給
木材価格
木材輸入
木材加工(製材工場）

●

●

●

●

●

●

１

２

３

４

５

６

ーノ

木材の流通
住宅建設

ｰ ノ
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Ⅳ 木 材 産 業
1．木材需給

-

ポイント ヨーム･平成７年次の木材需要は1,222千m3で、前年を10%と大きく下回った。
･国産材は245千m3で前年比９%減少した。
外材は977千m3で前年比10%減少した。

･木材の自給率は20％で昨年と同様であった。

一頭宰蕾●錘搾
京一即峯

・・笈
三四華

詞轟車

．・卑麓
壁畢崖妻

一仏傘-ｓ
ｐ壷聖

木材需給の推移(和歌山県）
素材の入荷量と自給率の推移

Ｉ ’ｰ

千㎡
２“皇

％
鉋１
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ｐ
▲
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ﾛ
１
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1
８

０
０

圭公例の麺１二

０

０

０

１０-『１日０

一
生ｇＱｑａ合一

▲
日
▼
Ｌ
ｒ

ｄ
５

９８-一

1９、

溌1 唖 菫、

、 _幸米材の

ク 、
■ＵＯＩＩ凸■一■・■■■ｑ
・■■■■■●晶凸５-９

１

００｛１-１０００００主００１１１１

８
1 画 判ロー’１０←口。１蚕。、０勺。--．！。。Ｉ。；『

■

Ｂ
一 -

，
＄
０
０
８
８

４ -
０
８
０

-
８
０
０
８
０
８
０
-
８
０
８
１
６
０

5画＋
卜

0
1
0ﾔ

唾,1１６十 -

３
I

５ ９ ６ 0 ６ １ ６ ２ ９ 3 元 ４ ５ ６ ７
年度

ｰ
浸
泌素材入荷量の内訳 木材の用途別需要量

(平成７年） (平成７年）

資料：木材需給報告書
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木材価格２

ポイント
･昭和50年を基準とする木材価格は、５４年、５５年に急上昇したものの、５６年
から低下を続けた。

･62年以降は旺盛な住宅建設に支えられ、ひのき材を中心に上昇したが、平
成３年{邑は景気の拡大が減速するなかで住宅着工戸数が大幅に落ち込み、
国産丸太価格は上昇から下降に転じた。

製材用素材価格の推移(全国値）
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木材製品卸売価格の推移(全国値）
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木材輸入３

ポイント
・平成７年の外材の素材入荷量は、977千m3で、米材が93%を占めた６
・内訳ば米材913千m｡、南洋材40千m勘、その他24千m3であった。
・昭和58年と比較すると、米材の割合は９ポイント増加している。
・近年フィンランド材等北欧材の輸入が増加傾向にある。

外材の素材入荷量の推移
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４．木材加工（製材工場）

ポイント
･製材工場は年々減少傾向を示している。
･県内の国産材工場は、全体の38％を占めているが、素材入荷量は15％にす
ぎない。
･国産材工場は、外材専用、国産材外材併用工場に比べて規模は小さい。

製材工場数の推移
一
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

--
８
０
ｊ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

-
１
０
６
９
０
Ｉ

一一一
６
１
０
０
０
０

・凸一一一
０
０
１
０
０
１

一一一
０
１
Ⅱ
０
０
８

一一一一Ｉ

巾

１

１

６

０

-弓一一一口一や
。
１
０
０
．
８
０
０

口・一一一《
０
０
０
．
０
０
０

-つ？一一ｄｏ■Ｉ-中日Ⅱ６．

〃

麺

§ 〕綱1燕1忘孟1̅̅ -１̅̅ ̅̅ ̅司̅…̅可̅̅ ̅̅ ’̅
一 一

函 ’
１
１
９
０
『-

０
勺

０

１

１

「

4四 幸

雲 ｳ

ｰ“ Ｉ

翅
工堤認取 蕊５５ざ、

#癖
廸
１
１
１
０
Ⅱ
Ｊ
△
リ
’
９
１
１

麺

＝

1唖

瞳’画 画 ｣!医翻 〃

９
２ ３ ４ ５ ６ ７５ ９ ６ ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元

年次

県 内 製 材 工 場 の 状 況
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|■7.5̅空.５園詮.5̅訂.5囹訂.5̅弱国弱̅“園150以上’
〒-- . - - -＝一一-、--ﾖｰｰｰｰｰｰｰｰｰｰ̅̅一一̅ず一・口？一一̅ー.̅一̅-＝.̅｡ . ̅ ‘ ﾛ , . ̅一一. . ̅．■

工場敵《2錘場》
４３/｜（0．郡):｜

出力数(28,5"KM)f
３１９／

（1.1ｴ》
従業員散(2,詞7人)3‘

ｰ

入荷墨(1,211千㎡)I
５

（0.4%） 1四的 8８麺 ４８９

類型別製材工場数と入荷量
平成７年次

|■園函専用圏外材専用Ｓ国産･外材併用’
- . - 凸一口一一一= ̅■ ̅弓一つ ̅一 =一一一一Ｇ- - -Ｆ - -． - - - ‘ ローーーー弓= =＝ - - = - =＝一一・・一一一一一一一一一 ､ -申一つ -

蝋工場散(282工場）
空±ニュー壹言言＝ 一Ｌ一一一一一一一一一一Ｊ -．． ､ - - - - ＝ ｰ ＝＝Ｆ - 呵 炉 呵 炉 弓 L 呵 り 弓 一 一 一 幸

- - 一 一 一 ＝ 令

蕊蕊蕊蕊鰯脅蕊蕊蕊職素材入荷量(1,211千㎡）

９ ２０ 4８ 6３ 卸 I 配

資料：木材需給報告書

- ４ ←



５．木材の流通

ポイント
・木材の流通経路は複雑多岐にわたっている。
・国産材では、原木は市売市場経由が69％と最も多く、製材品では需要者へ
の直接販売と市売市場経由がともに30％で最も多い。

・外材では、原木は卸売業者、商社仕入れがともに50％弱で流通を２分し、
製材品は卸売業者経由が61％と最も多い。

国産材の流通経路(和歌山県）(平成３年）
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６．住宅建設

ポイント
･全国住宅着工戸数は、平成３年には、景気の低迷から急落し、前年を19.7％
も下回ったが、平成４年以降平成６年までは順調に回復した｡平成８年は、
消費税アップの関係から前年比11.8％増の164万戸となった。

･県内住宅着工戸数も、同様の推移を示し、平成８年は前年比12.7％増の10,6

３８戸となった。

住宅着工戸数と木造率の推移
（全国）
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住宅着工戸数と木造率の推移
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Ｖ森林の総合利用
都市と山村の交流
緑とのふれあい
森林・林業教育
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Ｖ森林の総合利用
1都市と山村の交流

ポイント
･平成６年度より、「都市と森林･林業ふれあい促進事業｣:を実施。
･事業実施主体は、市町村。（平成８年は３町村で実施）
･森林組合、林家等の参加を得て、都市住民と林業体験等で交流。

事 業 名 市町村 内 容

美山村森林・林業ふれあい体験教室 平成８年７月28日
応募者数：美山村内小学生児童及びその保謹者(50人）

大阪府三原町（三原ベアーズ）児童
及びその保護者(70人）

村内協力；美山村林業課、美山村森林組合、
美山村生活改善友の会

内容：木工教室、間伐体験、草木染め体験

ｰ

熊野川町小口おもしるプレイラソド 平成８年12月21日
応募者数：都市住民(40人）、町内住民(100人）
町内協力：小口文化振興会議
内容：竹・わら細工体験、

山の幸試食等各種イベント
尉 肇

全国森林サミット 本宮町 平成８年10月19日
応募者数：全国森林サミット参加者、

近隣市町村代表者（100人）
町内協力：本宮町
内容：第７回全国森林サミットinほんぐうの開催

及び交流会

ｰ
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２．緑とのふれあい

ポイント
･緑とのふれあいの場とし、植物緑花センターを設置し、多くの県民に利用
されている。
･森林での自然観察等県民の利用を図るため、各種施設を整備し護摩壇山森

林公園としてオープンした。
･子供達の森林や緑に対する関心を深めるため「かしの木バンク」を設置運

営している。

【植物公園緑花センター】
面積 : 3 3 . 5 h a
所在地：那賀郡岩出町
主要施設：本館、ウッディハウス、東屋、温室、水生植物園、展望台、

自然保護セソター、パノラマ花壇、大広場
森林：クヌギ、コナラ等の天然林
利用状況：平成８年度１９万４千人

ｰ

【護摩壇山森林公園】
面 積 : 3 2 9 h a
所在地：日高郡龍神村
主要施設：林間広場、野外ステージ、遊歩道、駐車場、観察スポット

総合案内所、シャクナゲ園等
森林：ブナ・ミズナラ等の天然林及びスギ・ヒノキ人工林
利用状況：平成５年６月から平成９年３月１０万５千人
傭考：県民参加のシャクナゲの森造成事業’

ｰ
湖 岸 入 凪

＝ ＝ ． ､ 一

護 摩 壇 山 森 林 公 園
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＜かしの木バンク＞
次世代を担う子供達が、樹木の種子（ドングリ)採取や苗木の育成を通じて、森林や緑に対

する関心を高め、その重要性を理解することを目的とし、また、併せて県土の緑化を推進す
るため「かしの木バンク」を設置運営している。

委託先：（財)和歌山県緑化推進会

【対象者】
県内の子供達(主として小学生）

【受付期間等】
種子(ドソグリ)受付期間：１０月１日～11月30日
苗木の支払い期間：２月１日～３月31日(支払日設定）

-

【苗木への変換率】
ドソグリ類の苗木
その他の苗木
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３．森林・林業教育

ポイント
･和歌山県では、平成５年より小学校で、森林・林業教室を実施している。
･林業研究銑ループ活動として、驍林からのメッセージ運動」を実施。
．主に小学校５年生を対象に実施。
･平成８年には、４１校、2,378人を対象に実施。

｢森林からのメッセージ運動」について
主催者：和歌山県林業研究グループ連絡協議会
共催：和歌山県
内容：小学校５年生を対象に林業関係者(林業研究グループ員)が、森林の働き森林の育

成、木材や林産物についての解説や体験を話する。
また、樹木の標本、チェソソー、シイタケ、その他サンプルを活用。

ー

森林林業教育の実績
児童数うち和歌山市内実施校数年度

ｰ

、〆
児童の感想文より

植 樹 小澤真未(和歌山市立今福小学校５年）

高野山へ木を植えに行きました。
も急しや面でした。
ギとコナラです。わたしは、クヌギを植えました。
くて、りつばでした。わたしが植える木も、まわりの木のように、

木を植える場所は、とて
木の種類は二つで、クヌ
まわりの木はとても大きくて、

)つばな木になっていほしいなと思いました。大きくて、りっばな木にな
わたしは、先生が･おつし
お母さんになるのが楽し

やったように、子どもが生まれてから、家族で見に行きたいです。
みです。

ノ、
-５０-
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和歌山県林業の諸指標Ⅵ
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Ⅵ和歌山県林業の諸指標

ｰ

､琴ノ

平成4年４月１日現在、林野庁「森林資源現況」
1996林業統計要覧
平成7年木材需要報告書
平成7年特用林産物需給表
平成7年生産林業所得統計報告書

(注）１．
２．
３-
４．
５．

毛 1 -

区 分 和歌山県
Ａ

全 国
Ｂ

対全国比
(A/BxlOO) 本県の順位

土地面積
(4年４月１日）

千ha 472 3７，７８２ 1.3 30

林野面積
(1990年セソサス）

千ha 364 25,025 1.5 2５

林野率
(1990年セソサス） ％ 7７．０ 67.1 ６

人工林率
(1990年セソサス） ％ 61.6 4３．１ 1２

人工林面積
(1990年セソサス）

千ha 222 10,253 ２．２ 1７

人工林蓄積(民有林）
(1990年セソサス）

千m, 4８,０９８ 1,270,888 3.8 ３

人工林ha当蓄積(民有林）
(1990年セソサス）

m'/ha 229 163 ５

林道密度(民有林）
(7年度末）

m/ha ３．８ ４．４ 3８

素材生産儲
(7年）

千ma 265 22,897 １．２ 2９

乾しいたけ牛産儲
(7年）

ｔ 4２ 8,070 ０．５ 2９

生しいたけ牛産錆
(7年）

ｔ 539 74,495 ０．７ 3９

白炭生産最
(7年）

ｔ １，６７２ ５，７８９ 2８．９ １

わさび牛産獄(根茎）
(7年）

ｔ ７ １，７１６ ０．４ 1２

素材需要量
(7年）

千ml １，２２２ 50,494 ２．４ 1３

外材輸入率(素材）
(7年）

％ 80.0 55.5 ８

林家数
(1990年セソサス）

戸 29,321 2,508,610 1.2 4０

林業専業労働者数
(1990年セソサス）

人 1,133 76,967 ２．９ 2８

生産林業所得
(7年） 百万円 11,402 532,910 ２．３ 1９



-Z9-

１

｜
’ Ｐ

１
１ マ

リ

凸

●

０

１

９

１

１

ヨ

リ

ｐ

ｐ

凸

９

４

印

６

０

．

１

１

Ｉ
【

｛夢、！０
■
１
１
１
１
１
９
４
』
ｑ
Ⅱ
日
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
８
Ⅱ
Ｉ
■
Ⅱ
４
０
Ｆ
■
■
■
Ⅱ
■
Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
ｒ
Ｌ
９
ト
ー

ｂ

●

一

》

可

４

口

｝
ｒ

１

ﾔ０

６.凸 １
１
■
９
１
ｄ
ｌ
ｌ
４
４
Ｉ
ｊ
Ｉ
９
１
１
Ｉ
ｊ
０
０

ＩＩ ー

１

■

■
-
１
１
-
１
１
｝

’し

１
１

Ｉ

l'
１
１ Ｉ

Ｉ

fz:､1, ’

Ｉ

｡◇

ｂ

Ｉ

’１

’１

０
■
Ⅱ
、
白
１
Ｆ
日
・
■
Ⅱ

ﾄー

．＝

一二三



第 ２ 山 村 編

山村過疎地域図
Ｉ 山 村 ・ 過 疎 地 域

１．山村・過疎地域
２．人口動態
３．山村の年齢別人口の動き
４．「紀州・山の日」
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美里町､花聞け､糒水町s中洲村､美111村､01'辺路町、
大塔村､すさみ町､古座川町.鯛野川町､本寓町、鴎 ７

平成2年睦“艦） 川辺町 早麓制、丹生ﾔＩ 10261 ５２ 5９ ７
日置川町､艇神村､北山村､古座町､金睡町

２９市町ﾙタ肘
平成3年度 諏一岬＊凝冥山村は29市町け65蛤埴であるp

なお、烈内の山甘地域は33南町村70勉填で､構本市の恋野､かつらぎ町の唾と天野
極山町の同視、広川町の津木が翌加禽れろ。

if

参考特定農山村地域は、和歌山市、海南市、岩出町、日高町、美浜町、大地町を除く44市町村
御坊市（旧名田村）、白浜町（旧北富田村、旧東富田村）は一部指定

-５３-



Ｉ山村・過疎地域
1．山村・過疎地域

ポイント
娠興山村地域」は入‘林野面積の占める比率が高く、産業基盤や生活環境？

の整備水準等について他の地域に比較して一般に低位な地域である｡
現在､県内の振興山村地域は､‘29市町村65地域で県総面積の約63%を占め

,琶零篭親野謎識織#うて地域社会における濡力”
§ ： ミ ； ；

;低Ｆｕ生産雛及び蕊蕊墳め蹴等が他“域に比較して低位にある地儲 ' ． ： ＝‘ﾖ‘鈴

獄で《:県内の過疎地域ばき躯疎地域活性化特別措置法に基づき17町村が公示､ざれ鰯面積の約55%を占あ､県の総人□に対する比率は6.6%である。
、＝〆

和歌山県の過疎町村及び振興山村の概要
、

(注)平成７年国勢調査、和歌山県農林水産統計年報 ー〆

過疎町村の要件；
・人口減少２５％以上(昭和35～60年の人口減少）
・財政力指数0.44未満
・町村単位

振興山村の要件
・林野率75％以上かつ人口密度1.16人/ha未満、旧町村単位
・交通、通信、産業基盤生活環境に関する施設等の整備が不十分であること。

竜 4 -

‘ 区 分 (旧町村数）
町 村 数

総 面 積 林野面菰 耕地面積 総 人 口 備 考

過 疎 町 村 1７
＝ q

261,042
ha . h a

239,926
ha

5,579
人

71,750

振興山村地域
←

(65）
2９

297,閲９ 275,079 4,197 71,593

全 県 5０ 472,429 363,728 39,400 1,080,435

蜜一蚕真 ％
55.3弓 66.0

％
14.2

％ ％
6.6

雲峻一室頂 62.9 75.6 1０．７ ６．６
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／

3．山村の年齢別人口の動き

ポイント
山村地域の年齢構成の推移をみると、１５歳未満の年少人口率が昭和35年に

30%台であったものが、現在では10%台と大きく減少している。
反面、６５歳以上の高齢化率については30％を超える地域もあり急激に高齢

化が進行している。

山村・地域の年齢構成の推移
ー

ー132,401

113,136

(人）

'一“
100,000 97,019

89,068(13.4）

》
雨
蕊
繍
蕊
諺

鴛
蕊
蕊
瀞
溺
哩

、守■●匙■■Ｂｂ、凸Ｇ■ひＱ■◆●もｂ■①■Ｑｑ
■１。Ｌ凸○■．●、ｎｏｂゆゆ

幽識鶏蕊鵬鯵ｆ

・皇。尋．●・・●．．．・・・、．●-赴、卍．》

■繍繍繍繍繍繊繍鱗卿鰯丑一

車◆■■中■甲１０ｑ■●Ｇｅｅ●■己一■ｂ合●。●ザＱＱＧ■守り寺①。。ｑ８４■Ｑｐ●。●巳●■■●●●■も①①。●。●や’ｌ■早虹●ｏｏＱｐｑ●。ｂ・ｐｑ。-

、艤蕊鯵鯵議灘

巳凸七。。■。●争呂已考①。０寺●凸。、●名もＱ
つ。■勺。、口早■■馳口．．■

繍 (皿.2）人 30̅44才
（20.0） 蕊謹蕊蕊蕊 7３，６９８(18.3） 71,593

(20.6)■

(24.6） (29.6）

職
ｰ15～29才

(18.7） 蕊蕊溌詮濯号
J ■ ■

蕊醗
5０，０００

鐸: :癖鯵 灘織驚灘

鰯錫 鍵麹鶴§

鯵卿(31.4）’

醗皿
酷①●

剛
麺圃！ 綱 圃圃Ｉ 砿翻

3 5 年 ４ ０ 年 ４ ５ 年 ５ ０ 年 ５ ５ 年 ６ ０ 年 ２ 年 ７ 年

- ５ ←

65才以上
（9.2）

蕊
45～64才
（20.8）

、



４．「紀ﾘIIII・山の日」

ポイント
和歌山県では11月７日を「紀州・山の日」と定め、県民のみなさまに森林

や山村に対する理解と関心を高めていただき、新しい山村づくりを目指して
さまざまな取り組みを行っています。

[ 趣 旨 ］
和歌山県は昔から「木の国」といわれ、広大な森林を持ち、優れた文化的、歴史的資源

や温泉等美しい自然資源がその内に抱かれています。
山村に生きる人々は、これら資源を上手に利用しながら、また、厳しく豊かな自然と上

手につきあいながら、自らの生活によって山村地域の風景を作り上げてきました。
近年、より人間らしい生活や心の憩いを求めて山村地域が見直されつつあります。高齢

化と過疎化の進行は、地域社会の維持・存続すらあやうくし、森林・農地管理の粗放化と
いった問題を生んでいます。
県では、県民のみなさまに改めて山（森林）の恵みと、それを支えてきた山村に対する

理解と関心を深めていただき、山と山村に対する適正な評価を確立し、新しい山村づくり
を目指すために、毎年11月７日を「紀州・山の日」と定めています。

ｰ

［「紀ﾘil'l・山の日」を11月７日とした理由］
古来から、紀州の山村では旧暦11月７日に山の神をまつり､山の恵みに感謝し山仕事の

無事と山の繁栄を祈願する「山祭り」が行われてきました。
今日においても、多くの山村地域でこの「山祭り」が受け継がれています。
「紀州.･山の日」の制定の趣旨を広く県民全体に理解していただくため、’'月７日を選

定しました。
ｰ

[事業等の実施］
「紀州・山の日」の趣旨を普及・啓発するため次のような事業を実施しています。
（１）ポスター・パンフレット、懸垂幕、のぼりの掲示によるPR。③:撫駕驍"i

"…L
･ 関 連 イ ベ ン ト の 実 施 ＝ 噺 ‘ ． ．≦:息謹珍一鋸_蕊,次_鐘熱蕊…--

罰 一
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山村地域の産業I I
産業別就業人口
山村地域の森林及び
林家数等
山村地域の農家数および
耕地面積等
ふるさと産品一覧表
特用林産物の生産
工業の現況
山村観光客の推移および
宿泊施設数
生活環境(道路現況）
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１１山村地域の産業
1．産業別就業人口

ポイント
山村・過疎地域は、急峻な森林で覆われ平坦地が極めて少なく、一般的に

この地域は生産基盤の整備が困難で就業機会に恵まれなく、県全体の総就業
人口の約７％である。
こうした中、山村・過疎町村の産業別人口の推移を見ると昭和40年に第１

次産業の占める割合が約60％であったのに対し、平成７年には30％に満たな
い現状にある。

Ｉ●

ロ

Ⅱ

■

Ⅱ

Ⅱ

凸一一帖墾
翫｛’一

産 業 別 就 業 人 口
（山村）ー

年

年

０

５

４

４
( 雰 菖 １ 次 産 秦 ） （ 認 ２ 次 産 雲 ） 【 語 芯 荻 嘩 毒 ）

(49,254人）
５０年

(41,442人）
５５年

(40,669人）
６０年

(37,984人）
H２年

(34,893人）
H７年

(35,680人）

’ 〃 顔 柵 ヨ 5 ７ １，鏡 …髭
くぐご

｜
’ 鱗 聯 鰯 〃群 … 幾溌 - -4０．４f

｜・| … ’ 4１．２

| … ’ ’4６．１

… ｜ ‘ “誰

ー (全県）
４０年

(481,181人）
４５年

(551,565人）
５０年

(487,213人）
５５年

(498,769人）
６０年

(495,739人）
H２年

(501,431人）
H７年

(518,212人）

Ⅷ 43.0％０.０９f

唖 4６．６

117.9 51.2

5４．２

蕊蕊甑蕊 2８．３ 56.7

5８．２

28.41１．７ 59.9

(注）５５．６０．２年の全県の就業人口は職種不明分を含まず。

資料：平成７年国勢調査

-５９-

Ｉ

診腸瀕彩 27.1％

一
3２．３

》



２．山村地域の森林及び林家数等

ポイント
山村地域の森林面積は273,660haで全県の75.3%と大部分を占める。
保有山村規模別林家数は山村地域で0.1～1haの保有規模が最も多いが構

成比は全県に比べて小さい。

山村林業の地位

､-ノ

資料:1990年農林業セソサス(林業編）

保有山林規模別林家数

一

ｰ

資料:1990農林業セソサス(林業編）

十

山村地区 ( A ) 全 県 ( B ) ( A ) / ( B ) %

林 野 面 積 ( h a ) 273,660 363,569 75.3

林業就業人口（人） ２，０８２ ２，３１２ 90.1

林 家 戸 数（戸） ９，５５２ 29,321 32.6

林 家 数

山 村 地 域 構 成 比 全 県 構 成 比

０．１～１ha 3,703 戸 38.8 ％ 14,952 戸 51.0 ％ 24.7 ％

１～５未満 3,484 3６．５ ９，８３２ 33.5 3５．４

５～１０未満 1,130 1１．８ ２，２２５ 7.6 5０．８

10～20未満 683 ７．２ 1,288 4.4 5３．０

20～30未満 238 ２．５ 373 1.3 63.8

30～50未満 159 １．７ 307 1.0 51.8

50～100未満 108 １．１ 204 0.7 52.9

1 0 0 以 上 4７ ０，４ 140 0.5 3３．６

計 9,552 100.0 2９，３２１ 100.0 32.6



3．山村地域の農家数及び耕地面積等

農業就業人口

ーノ

資料：1995年農林業センサス(農業編）

函屋 家 戸 数

…

資料：1995年農林業セソサス(農業編)及び山村カード(H８)

耕 地 面 積

資料：和歌山農林水産統計年報及び山村カード(H8)

莞 1 -

区 分 合 計
男

計 16～雷才 釦̅鉛才 ㈹才以上

女

計 16̅四才 釦へ鉛才 釦才以上

LL体披鰄
実 数

構成比

11,503

100.0

4,669

(1”､0）
4０．６

231

(4.9）
2.0

834

(17.9）
７，３

3,604

(77.2）
31.3

6,834

(1⑩.⑪
59.4

189

(2.8）
１．６

２，３１６

(33.9）
2０．１

４，３２９

(63.3）
3７．７

その他Ｄ
地 域

実 数

構成比

61,857

100.0

26,237

(1ｍ､0）
4２．４

1,842

(7.0）
3.0

７,９１４

(30.2）
１２．８

16,481

(62.8）
26.6

35,620

(1”､0）
57.6

1,350

(3.8）
２．２

1７，０７６

(47.9）
2７．６

1７，１９４

(48.3）
27.8

県 計
実 数

構成比

73,360

100.0

30,906

(1”､0）
4２．１

２,０７３

(6.7）
2.8

８，７４８

(28.3）
1１．９

2０,０８５

(65.0）
2７．４

42,454

(1”.①
５７．９

1,539

(3.6）
２．１

1９，３９２

(45.7）
2６．４

21,523

(50.7）
2９．４

山 村 地 域
県 合 計 1５．７ 1５．１ 1１．１ ９．５ 1７．９ １６．１ 1２．３ 1１.９ 2０．１

区 分 総 農 家 数 専 業 l 兼 ２ 兼

山 村 地 域
実 数
構 成 比

８,２３１

100.0

２，４１９

29.4

1,284

1５．６

4,528

5５．０

そ の 他 の
地 域

実 数
構 成 比

3４，７５９

100

９，２３９

26.6

7,037

20.2

18,483

53.2

県 合 計
実 数
構 成 比

４２，９９０

100

1１，６５８

2７．１

8,321

1９．４

2３，０１１

5３．５

山村地域／県合計 1９.１ 2０．７ 1５.４ 1９．７

区 分 計 田 畑 樹 園 地

山 村 地 域
実 数
構 成 比

4,197

100.0

１,９７８

4７．１

337

8.0

1,882

“ ､ ９

そ の 他 の
地 域

実 数
構成比

35,203

100,0

1１,４２２

32.4

2,163

6.1

2１，６１８

61.5

県 合 計
実 数

構 成 比

39,400

100.0

1３，４００

3４．０

2,500

6.3

23,500

5９．７



４．ふるさと産品一覧表

ー

、一ノ

毛 2 -

地 域 名 中核産品 少 堂 多 品 目 産 品

野 上 町 のかみ田舎
こんにゃく 金山寺味哨 生石高原味哨 よもぎもち 綜綱産品(綜削篇､綜鬮たわL，

標瑚関保開のアクセサリー） 綱(ﾐｶｿ､械侭ｽﾓﾓ､ｽｲｶ）

美 里 町 柿 キウイフルーツ さんＬよう ス モ そ 酪 艮 金山寺味哨 椎 蔀

桃 山 町 緑 化 ホ 簡冷地野菜 平簡鶯柿 ス モ モ 落葉果樹(桃､梅） 花 卉 ア マ ゴ

粉 河 町 柿 高冷地野葉(エソドウ､イソゲソ､キュウリ､ナス､ホウレソ草） 農産如工品

橋 本 市 肺 I研(ｼｬｸﾔｸ､ｶｰﾈｰｼｮｿ） 千 閏 梅 ミ ョ ウ ガ

かつらぎ町 串 柿 椎 茸 菊 ホウレソ草 ト マ ト 山 プ キ 拝 ラ ソ サ サ ユ リ 畑ワ，サピ 太竹工品

高野口町 柿 夏 秋 菊

九度山町 柿 花 。 ホ 桃 炭 ア ユ
ノ

高 野 町 高野マキ ミ ョ ウ ガ 高冷地野菜 葉タバコ 花 卉 ホ エ 品 陶 器

花 園 村 ブナシメジ ワ サ ピ 高野マキ等 菊 こんにゃく 味 哨 mエ山菜

広 川 町 うんLゅうみ力兆 千 両 花 卉 椎 茸 タ ケ ノ コ 黒 竹 生木(ｼキミ､ｻｶｷ､ﾋｻｶｷ）

金 屋 町 ミ カ ソ シシトウガラシ 関原野菜(トマト､キュウリ） 花き(スプレー菊､バラ､カーネーショソ） 椎 啄 落葉果樹(柿､櫛､スモモ）

清 水 町 花 卉 陶 芸 品 山 菜 薬 草 高冷地野菜 林産加エ 水 産 音 産

日 高 町 里 竹F油､ サ サ ユ リ 米 海 産 物

川 辺 町 花 卉 千 両 侮 農林産加工 ウ ス イ 備 畏 炭

中 津 村 ホロホロ鳥 侭 千 両 ｻｶｷ・シキミ 八 開 柑 惟 茸 傭 長 炭

塊 神 村 樽 侮ﾄレッシソグ 温 泉 侮 柚 子 柚 ぺ し 柚 子 酢 乾 椎 茸 椎茸佃煮 麗神味哨

美 山 村 椎 茸 傷 花木（千再） サ カ キ 高野マキ ヒ サ カ キ 柚 子

印 南 町 千 両 シャクヤク ワ サ ピ 傷 山 菜 億段花卉 菊

南部川村 傷 億 畏 炭

田 辺 市 樟 ミ カ ソ ス モ そ 施 卉 粟 借 受 炭 山 菜

白 浜 町 花 卉 レ タ ス ミ カ ソ ピ ー マ ソ 閏

上富田町 ミ カ ソ 樽 ス モ モ レ タ ス 花 卉

中辺路町 傷 椎 茸 シ シ ト ウ ブロイラー 花 木 ホ材如工 し め な わ

大 塔 村 シキミ等 し め じ 椎 茸 傷 シ シ ト ウ ホ 炭 鳥 獣 肉

日阯川町 梅

くるtエビ･鮎

茶

鶴 野 牛

レ タ ス

柑橘蘭・葱

ウスイエソドウ

椎 茸

祀卉・花ホ

シ ソ

木 炭 千 胃 大 根 山菜加工品 木工製品

すさ承町 櫛 イ ノ プ タ ホ 炭 花 卉 し タ ス 杉 ・ 倫

串 本 町 花 卉 千 両 キ ソ カ ソ

新 宮 市 農林醗獅工品 椎 茸 更 イ チ ゴ 藁草藁太 花 卉

鏑勝浦町 イ チ ゴ 緑 茶 シ シ ト ウ シ キ ミ 有箇野菜 さといも 果 樹 等 木 炭 ポ ソ カ ソ 農産加エ品

古 座 町 ポ ン カ ソ 鰻ヒジキ 花 卉 蝉(獄･苗ﾎ） シソジュース及びジャム 味 噌 うつぼ揚煮 干物（了ジ、イワシ）

古座川町 柚 子 花 卉 花 ホ 椎 茸 木 炭 檀 苗 キ ジ 肉 鮎等加工

熊野川町 黒關イチゴ 柚 チ 花 木 味 用 コンニャク 民 芸 品 ホ エ 品 なれ寿司 紀州地溺

本 宮 町 緑 茶 花 卉 野菜加工(頂物､シソジュース） 杉・愉苗 小径伽工材 億 野 牛 筒加工品 乳製品(ソフトクリーム）

北 山 村 ジ ャ バ
-

７ ｲ､径ホ加工 北 山 魁



5．特用林産物の生産

ポイント
・和歌山県で生産されているきのこ類は、シイタケ、プナシメジ、エノキタ
ケ、ナメコ等である。

・本県特産の紀州備長炭は､根強い需要があり､生産者はやや回復しつつある。
しかし、生産者の高齢化、後継者不足が深刻化している。

．シキミ、サカキ・ヒサカキの生産量は、栽培化も進み、全国有数の生産量

を誇る。

きのこ類の生産量
ｔ
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６．工業の現況
(単位：人・％）

ｰ

’
(注）山村カード(８年)及び工業統計調査結果報告書による。

､ -

-６５-

区 分
振興山村地域

実 数 構成比

その他の地域

実 数 構成比

県 合 計

実 数 構成比

山村地域
一

県 合 計

木材・木工
事 業 所 数

従 業 者 数

6５

420

1８．５

1３．２

1,079

７，２０３

1９．７

1０．２

1,144

７，６２３

1９．６

1０．３

５．７

5.5

縫製・繊維
事 業 所 数

従 業 者 数

9６

845

27.3

26.5

1,529

1４,０８４

2７．９

20.0

1,625

14,929

27.9

20.3

５．９

5.7

食 料 品
事 業 所 数

従 業 者 数

5２

592

１４．８

1８．５

789

8,797

1４．４

1２．５

841

9,389

1４．４

1２．７

６．２

6.3

機械・金属
事 業 所 数

従 業 者 数

2６

476

７．３

1４．９

657

1０,０２５

1２．０

1４．２

683

10,501

1１．７

1４．３

3.8

4.5

そ の 他
事 業 所 数

従 業 者 数

１１３

860

32.1

2６．９

1,423

3０，４３３

26.0

4３．１

1,536

31,293

26.4

42.4

7.4

2.7

計
事 業 所 数

従 業 者 数

352

3,193

100.0

１００．０

５，４７７

7０，５４２

100.0

100.0

5,829

73,735

100.0

100.0

6.0

4.3



７．山村観光客の推移と宿泊施設数

ポイント
･山村観光客は、高野山、龍神温泉、本宮温泉郷ともに年々増加している。
･山村地域の公営宿泊施設の割合は13.5％で､その他の地域に比べて高くなっ

ている。

<山村観光客の推移＞ ili位：千人
一

H８H７6０ H２5５4５ 5０4０

1 , 1 3 0 1 , 0 5 5 1 , 1 9 6 1 , 2 4 1 1 , 1 5 5 1 , 2 3 7 1 , 2 8 9 1 , 2 8 0

２ ２ ４ ２ ４ ６ ４ ６ ９ ４ ６ ３ ６ ５ ６ ７ １ ９ ７ ５ ８

９ ９ １ ４ ８ １ ９ ３ ２ ５ ８ ３ ３ ２ ４ １ ０ ５ ０ ０ ５ ２ ９

高 野 山

龍 神 温 泉

本宮温泉郷
ｰ

山村観光客の推移
-富融1,-ﾓｰｰ罷塞泉一士一本言温泉鐸Ｉ

千人
１

１
１

１；
年

資料：県観光課調べ

ｰ
<宿泊施設数＞

(単位：戸・人・％）

｜ 民 宿公 営 宿 泊 施 設一 般 旅 館計
区 分 数｜収容人員 収容人員数｜収容人員 数収容人員数

山
村
地
域

2,493 113 ２,９０２3５15,667実 数 1122１，０６２260

1３．８1１．８ 4３．４1３．５7４．４4３．１櫛成比 10010(）

地

域

そ
の
他
の

7,5392981２ 3,34151,472実 数 5996２，３５２909

3２．８ 1２．０５．４1.365.9 8２．６構成比 100100

県
合
計

１０,４４１4７ ５，８３４ 41167,139実 数 7111,169 8３，４１４

3５．２ 1２．５4.0 ７．０6０．８ 8０．５100構成比 100

'７“’山 村 地 域 2７．８4２．７ 2７．５7４．４1５．８ 2３．３2２．２ 2５．２
県 合 計

資料：山村カード(８年)及び観光客動態調査による。
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8．生活環境(道路現況）
(単位:km･%)

１ -

…

資料：山村カード(８年)及び県統計年鑑等による。
（）は、それぞれ改良率及び舗装率である。

-６７-

区 分
振 興 山 村 地 域

実 数 構 成 比

県 合 計

実 数 構 成 比

国 道

改 良 済

舗 装 済

529

319

492

1３．６

(60.3）

(93.0）

999

643

969

8.1

(64.4）

(97.0)

主 要 地 方 道

改 良 済

舗 装 済

380

148

310

9.8

(38.9）

(81.6）

900

352

843

７．３

(39.1）

(93.7）

一 般 県 道

改 良 済

舗 装 済

421

168

383

1０．８

(39.9）

(91.0)

904

204

850

７．３

(22.6）

(94.0)

市 町 村 道

改 良 済

舗 装 済

2,562

746

1,604

6５．８

(29.1）

(62.6）

9,534

3,232

7,532

7７．３

(33.9）

(79.0)

計

改 良 済

舗 装 済

3,892

1,381

2,789

100.0

(35.5）

(71.7）

１２,３３７

4,431

1０，１９４

100.0

(35.9）

(82.6）
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資 料

森林資源現況表
樹種別面積
森林資源構成表（全県）５条森林
林業地域の指定市町村一覧表
民有林林道延長一覧表
林業就業者数の推移
林業研究グループ及び会員数
山村地域（振興山村）現況一覧表
林務関係行政組織図
和歌山県林業関係団体一覧表
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１．森林資源現況表
平 ９ 皇

林
区 域 面 積 野

( h a ) 率
％

材積m31面(縄面 積
(ha)

測蕊藤襄５４７２，２３８
６４７２，２３８
７４７２，２８５
８４７２，３７３
９４７２．３７６

７７．３
77 . l
77 . l
７７．０
７７．０

県 計

5.821
2,818
１．140
2,413
７．２２０

３５‘３８９１４３５９５２，４２９
４５０,０７８
１４４!２３６
４４１,１５４

１.９１０.３９７

6，２５６
2.818
l .140
2,413
７．２２０

2０，７６４
6,135
３，９８３
３，８５６
８，９４５

４３．６８３

30.1
４５．９
２８．６
６２．６
８０．７

海南市
下津町
野上町差景虹

海

草

計¥̅T̅F屈了一
粉河町
那賀町
桃山町

貴志川町
岩出町

４．８４５４９．６
７，７７３５５．４
2,812139.6
5.175149.4
２，249118.9
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２．樹種別面積

平成９年度

、雲ノ

、＝／

-７２-

人工林

スギ
ha

ヒノキ
h8

その他
針葉樹

ha
広葉樹

h&
計

ha

天然林

マツ
h8

その他
針葉樹

h6
広葉樹

ha
計

ha

針葉樹計

伽

広葉樹計

畑
県 計 90.m８ 114.149 5.056 771 2I0.085 7.823 1.１１０１120.688 129.621 8.246 1２ ’４５９

海

草

歌山市
海南市
下津町
野上町
美里町
計

8６
255
2７
496

3,339
4.203

4９
420
2３
556

2,016
3.064

250
３
2０
２
4６
321

2５
6９
０
６
1０
110

410
747
7０

1,060
5,41】
7,698

1,188
8７
３
2２
5２

】，３５２

IO
７
1７

4.016
1.827
964

1．１３９
1.325
9.271

5.204
.９1４
967

.１７１
､３８４

Ｉ 640

1,５７３
765

・７３
1.086
5.460
8.957

.０４１
896
964

.l4５
､３３５
､３８１

那

賀

打田町
粉河町
那賀町
桃山町
貴志川町
岩出町

計

346
1.128
276
601
３
4４

2.398

343
1,569
423
758
10
3３

3.１３６

１５６
154
８
１

０
319

↓
８
６
Ｉ
０
０
９

849
2.859

713
1,361

1３
7７

5.872

158
539
6４
293
8３
１４８

1,２８５

Ｉ

1５

１
I７

１．１７３
860
298
854
321
975

4.481

332
399
377
Ｉｊ７
404
.１２４
5.783

1,004
3,390
786

1.6邸
93
226

7．１５５

.１７７
868
304
855
321
975

4.500

伊

都

橋本市
心つらぎ町
断野口町
九度山町
高野町
花園村

計

１.７６７
】、８４１
159
954

3,635
2,962
１１.３１８

１．８８０
1.829
174
984

4.544
823

10.234

450
１２４
7７
1７６
381
１６６

1．３７４

２２
２

】０
７

６
３

370

4.309
3．８１６
5１０

2．１３１
8,566
3,964
23,296

984
２１３
9５
1９１
799
８

2.290

1１

４
8５
Ｉ

1０1

1.342
1,312
304
907

1.278
399

5.542

2.337
1．５２５
399

1.102
2,162
408

7.933

5.092
4.007
505

2,309
9,444
3.960
25.317

1.554
1．３３４
404
924

1．２８４
4１２

5.912
紀 北 計 17.919 16.434 2.014 499 36.866 4.927 １３５ 19.294 24.356 41.429 19.793

有

田

有田市
湯浅町
広川町
吉備町
金屋町
清水町
計

２
4１
４７４
5５

1.480
8.940
１０.９９２

０
104

2,006
8３

2.803
4.704
9.700

１
3５
5９
8５
１１１
291

Ｉ
０
２

０
2２
1０
3４

３
146

2,517
１９７

4,390
13.765
21,018

8０
3１
l５
1３
1７４
l00
ll３

14
１６
3０

571
582

2.231
794

3,661
780
619

651
613

2.246
807

3.849
1.896
10.062

8２
1７７

2.530
210

4.556
13.871
21.426

、〃巳
声４６

全員ｕ

582
2.233
794

3,683
1,７９０
9,653

日

高

御坊市
美浜町
日高町
由良町
川辺町
中津村
美山村
龍神村
南部川村
南部町
印南町

計

９
０

1０５
51
521

1．９８７
5,248
9,221

894
5７
817

18.910

2２
0

263
1９１

1.420
3.463
3.442
6.706
2.909

１１８
2.702
21,236

４
7９
５
０

7６
124
220
1７
４
７

536

１
０
１
Ｉ
Ｉ
３
24
5０
２
０
２
8５

3６
7９
374
243

１,９４２
５529
８838
1６ 1９７
３822

1７９
3‘５２８
40.767

7５
6９
20
３
１
８
6８
1８９
５
１

5０
489

０
０
０
３
０
２

133
312

０
450

､４９５
445
､４６４
．６０７
,３２８
,２１4
5‘４９９
5.714
3.120
911

4.228
31.025

1．５７０
514

2.484
１613
３329
２224
５700
６215
３ 125
9１２

4．２７８
31.964

110
148
393
248

１．９４２
5.536
9．０１５
16.648
3.825

180
3.576
41.621

1．４９６
445

2.465
１608
３329
２ 217
５ 523
５ 764
３ １２２

９1１
4.230
3１．１１０

紀 中 叶 29.902 30.936 827 119 6１．７８５ 902 480 40.644 42.026 63.047 40,763

西

牟

婆

田辺市
白浜町
３辺路町
大塔村
二富田町
日置川町̅さみ町

串本町
計

583
329

4,738
5,356

580
1,987
2,290

928
１６．７９１

１
１
８
８
１
５
７
２
3８

906
１９１
958
680
992
578
836
477
618

50
20
3４
41
7４
3７
9２
8２

1,530

０
2１
4７
2５
１
５
８
1５
1２２

２
１
1４
1４
２

７
IO
３
5７

639
661
077
202
747
807
426
502
061

465
296
1３６
4８
7３
9１
41
3０

1,１８０

１
】７
1１５
61
Ｉ

判
０
８

247

４305
２186
３862
５288
789

4,009
4,542
3．６４４
28,625

４771
２４９９
４ １１３
５397
863

4.144
4.583
3.682
30,052

3．１０５
１953

l４ 281
l４ 286
２820
７937
10 459
３525
5８ 366

４．３０５
2,207
3,909
5,313
790

4,014
4.550
3.659
28.747

東

牟

宴

新宮市
智勝浦町

太地町
古座町
古座川町
屑野川町
本宮町
北山村

計

2,737
4,100

6１
428

6,697
5,423
4,403
1．６４７

25.496

1,７１７
4､515

5５
935

9,070
4.244
6.311
１.３１４

2８．１６１

２
１６２

1４
492

７
２
６

685

３
８
0
１
７
1O
２

3１

４459
８785

1１６
1,３７８

1６ 266
９684
IO ７1８
２967
54,373

180
4４
７
０
３１
3０
7３
4９
1４

１
1９

2５
１９４
９

2４８

975
6.867
204

2.297
1０ 684
５602
４371
１1２５

3２ 125

1,156
6,930
211

2,297
1０ 940
５926
４553
Ｉ１７４

33.187

４ 637
８840

１２３
1,377
1６ ５1５
９998
10 898
３OI６
55.404

978
.８７５
204
298

１ 691
.６１２
､３７３
.１２５

３.１５６
紀 南 計 42,287 66.779 2.215 １５３ 1１１．４３４ 1， 9４ 495 60 750 63.239 113.770 60.903
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４．林業地域の指定市町村一覧表
1997-4.1

一湯》

、辿夢ﾉ』

森 林：森林整備市町村
林 振 ： 林 業 振 興 地 域
振興山村：一部は一部山村、その他は全部山村

-７４-

流域等 市町村名 森林整備 林 振 振興山村 過疎地域 特 定 農 山 村

紀

北

海

草
■ ー - ■ ■

那

賀

一 一 一 一

伊

都

和 歌 山 市
海 南 市
野 上 町
美 里 町
下 津 町

町
町
町
町
町
町

岩 出
打 田
粉 河
那 賀
貴 志 川
桃 山
橋 本 市
高 野 口 町
か つ ら ぎ 町
九 度 山 町
高 野 町
花 園 村

6１．５．１３
６０．３.１６
５９．２．２７

6０．３．１６
６１．５．１３

６１．５．１３
６０．３．１６

６０．３．１６
６０．３.１６
５９．２．２７
６０．３．１６

6２．８．２０
６２．８．２０
６２．８．２０

６２.８.２０

6２．８．２０
６２.８.２０

部
部一一

５

３

４

４

4 6 - 部

4 6 - 部

4４
４１

２

３

２

５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８

５．９-２８
５-９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８

紀

中

有

田

序 一 一 一

日

高

市
町
町
町
町
町

有 田
湯 浅
広 川
吉 備
金 屋
清 水

市
町
町
町
町
村
村
村
村
町
町

御 坊
由 良
日 高
美 浜
川 辺
中 津
美 山
龍 神
南 部 川
南 部
印 南

６０．３.１６

６０．３．１６
５９．２．２７

６１.１２.２２
６０．３．１６
６０．３．１６
６０.３.１６
６０．３-１６

６３．３．１６

部
部

一一
２

３

４

４

部
虹
如
鱈
部
部

一
-

７

４

５

４

４

４

２

２

２

２

２

５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８-部
５-９-２８

５．９．２８
５．９．２８
５-９-２８
５．９．２８
５-９．２８
５．９．２８
５．９．２８

紀

南

西
牟
婁

凸 一 一 ■ ■

東
牟
婁

田 辺 市
白 浜 町
中 辺 路 町
大 塔 村
上 富 田 町
日 置 川 町
す さ み 町
串 本 町

市
町
町
町
町
町
町
村

浦宮勝地座函釦宮山

智
新
那
太
古
古
熊
本
北

０

０

９

９

０

９

０

０

６

６

５

５

６

５

６

６

３

３

２

５

３

５

３

３

６

６

７

８

６

８

６

６

１

１

２

１

１

１

１

１

6０-３．１６
６０．３.１６

６０．３．１６
５９．２．２７
５９．２．２７
５９．２-２７
６０．３.１６

部
部
必
哩
部
部
部
部

一
一
一
一
一
一

４

５

５

４

４

６

４

４

４

４

４

４

部
部
部
“
“
部
妬

一
一
-

６

３

２

１

４

４

４

４

２

２

２

２

２

２

２

２

２

５．９．２８
５．９．２８-部
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８

５．９-２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８



）５．民有林林道延長一覧表(No.1
平成９年４月１日現在

唾 ．
ー／

‘旭､-ノ

自 動 血 道 ( A )

路 線 数 延 長
密 座
nVha

軽ｌ肛道(B )

路線数 延 艮

作 業

路線数

道 ( C )

延 長

Ａ+Ｂ+Ｃ
密 腰
m/ha

林内公道
(D)

延 長

A + D
密 度
m/ha

A+B+C+D
密 虚
m/ha

民 有 林
面 積

ha

紀

北

海

草

那

賀

伊

都

紀

和歌山市
海 南 市
下 津 町
野 上 町
美 里 町
小 叶
打 田 町
粉 河 町
那 賀 町
"１１１町
貴志川町
岩 出 町
小 計
横 本 市
かつらぎ町
高野口町
九度山町
高 野 町
花 園 村
小 珊
北 計

２
４

５
1６(２)
2７（２）
６（４）
1４（３）
３（２）
４（２）

1(１)
2８(12)
1０
３
２
４
20(１)
９（２）
4８（３）
103(1７)

1.650
12,674

8.989
43.535
66.848
１２．５６２
28.980
7.284
9.812

2,550
６１，１８８
3０ 260
】578
６719
６483

４１ 311
20 820
I07 1７1
235 207

0．２８
4．５１

3．７３
6.０３
3．４５
5．６５
6，７５
6．５６
3．８５

2．０９
５１８
４５1
０2９
１1５
Ｉ9８
３8３
４6２
3．３８
3．７４

1７
３

５
６

3１
５

２
３
３
２
1５
1５
７
３
３
Ｉ

2９
7５

2６,１３３
2,460

6,992
6,１２６

4１．７１１
1０,１１１

3.857
5,７７１
3１５５１
15{１３２
38,422
1９ 526
６570
５737
５300
Ｉ200

38‘３３３
118,466

２

２
５
９

９

９
８
5６
４
３
４
６

８1
9９

5,420

2,641
3.945
12.006

8･３７７

8,377
13.317
28.303
4.709
４ 532
１715
４ 636
5７ 212
7７ 595

4．７８
7．３１

7．７３
7．４２
6．２３
10.19
8.７０
10.04
6.１２
8．３８
14.51
9.１４
9．４０
6．６４
18.26
4．９８
４ 1１
５6５
６ 40
６8６

24.400
4２．１３２
４.５０0

1４ 1５６
2１ ､０７２
4６ ,２６０
３ 727
２､５５０
Ｉ ０６０
40.600
4,000
10.653

123.590
7５，５６７
66.833
９020
4７ 211
1５１ 713
7１ 287
4２１ 631

１.００７ 481

4．４８
19.48
38.25
62.30
35.40
27.32
9.９１
2．００
9．２３
9．７８
9．４３
0.８３
5．６３
5．７６
2．４７
6．７４
6．４０
7．９２
O､４５
6．６９
9．７６

8．９８
22.28
38.25
66‘３０
36.80
30,10
4．４６
3．９５
2‘７０
2,05
7.８１
3，２４
9．５９
0.６５
8，８２
7．８６
9．４０
8.１９
1．４７
9，７０
2．８８

5,81】
2,813
1,１１１
2,410
７，２２０

- 一 -

１９,３６５
2.224
4‘２９４
１,１１０
2,548
424

１,２１９
1１．８１９
6,714
5,487
940

3.274
10,773
4,505

3１,６９３
62‘８?７

紀

中

有

田

日

高

紀

有 田 市
湯 浅 町
広 川 町
吉 備 町
金 屋 町
消 水 町
小 計
御 坊 市
美 浜 町
日 高 町
由 良 町
川 辺 町
中 津 村
美 山 村
加 神 林
南部川村
南 部 町
印 南 町
小 計
中 叶

Ｉ
４(１)

５(１)
2５（３）
3５（５）

１３(2)
1８（４）
3４（５）
3６（５）
I I ( ２ )

1４（３）
126(21)
161(26)

570
3．９１９

8,762
9１，７２８
104,９７９

22.962
3２ 908
7４ 058
1０１ 485
1６ 402

18,843
272‘６５８
377.637

0←７５
０．８０

1．０５
5.７１
3．３１

4．３４
4．２２
5.０６
4．７３
2．３４

2．４１
3.７１
3．５９

７

５
９

21

６
５
４

６
４
2１
4６
6７

6､７１２

5‘３２８
6,862
18,902

9,067
5,860
6,560

8,400
6,766
27‘４６７
64@１２０
83‘022

3８

l５
4０
9３

1７
3２
5８
７

７
1２１
２１４

31.899

2１,１１０
63,552
116,561

17,754
50,997
6２，１８９
6･６５３

5,209
142.802
259‘３６３

0．７５
8.７１

4．２２
10.09
7、５８

6．０５
7．２５
8．９９
7．４６
4．４９
6．１２
6．５８
６5２
６8４

22.292
2９．５２７
4４,２１１
34‘６３５
172.247
196,115
499,027
57,974
22,371
58,166
108,705
98,137
107,120
229 １７５
209 ､782
2７１ 987
102 624
1１１ 175

１,３７７ 216
1，８７６ 243

33.78
39.39
9．８６
34.02
2１．７２
17.91
19.04
35.74
37.29
19.51
57.61
22.89
17.97
2０ 71
1３ 9５
４1 1４
9２ 8７
1６ 6２
2２ 4５
２1 4２

33.78
39.39
17.76
3４ 0２
2４ 9０
2２ 2９
2３ 3０
3５ 7４
3７ 2９
1９ ５１
5１ ６１
2４ 60
2１ 0０
2４ 6４
１６ 6８
4３ 2９
9９ 00
2０ 7９
2５ 2６
2４ 6７

660
764

4．８８３
１０１８
８332
1６ 074
3１ 731
Ｉ622
600

3.981
Ｉ887

５ 291
７792

1４ 644
2２ 743
１010
Ｉ 105
７825
73.500
105'23】

紀

南

西

牟

典

東

牟

典

紀

田 辺 市
白 浜 町
中辺路町
大 塔 村
上富田町
日凹川町
すさみ町
串 本 町
小 計
新 宮 市
那智勝浦田Ｉ
太 地 町
古 座 町
古座川町
熊野川町
本 宮 町
北１１１村

ト
ー

馳
同、

ｌ
ｊ

Ｊ

南 計

７
７
3６（５）
3９（４）
７
1４（３）
3５（３）
10(２)
１５５(17)
６(１)
1７(２)

７(１)
2９（５）
1６(５)
21(７)
４

100(21)
255（38）

10,207
19,920
92.377
１２５,７２９
６325
4４ 877
6９ 】4０
2３ 990
392 565
７963
5７ 1６８

l5,６７４
92,895
８１，２３９
６２，９８８
6,262

324.189
716,754

Ｉ3５
４7７
５０４
６3６
Ｉ7３
３7４
４5７
3．３２
4．４７
１．４１
3.６１

4．１８
３3９
５
’
４
-
１

1５
９
-
０

０-５
3．６７
4．０７

７
３

２
４
1４
５

3５

５
I３

I８
5３

18,065
5,337

1,９５０
５383
1５ 786
９053
5５ 574

5,777
22,129

27‘９０６
83,480

６

４５
８
１
９
６
】

１６

０

２
4９
1５
1５

９１
207

4.635

52.405
13.990
1‘０３５

27.709
IO!1９９
6,465

116,438

7,975

1.１８０
48‘５０６
１O､４６８
1２,１７０

80,299
１９６,７３７

４3６
６0４
７8９
７0７
2‘５５
6．４９
6．２９
5．４７
6．４３
1．４１
4､１１

6．０３
５9７
５
’
４
-
１

８２
８８
５０

４9０
５6６

235 796
95.７１９
253,160
143,435
129,365
１８１,８９４
210,795
77,222

1,321 386
3１ 051
7８ 810
４ 438

70 873
263 400
1３９
１２２

２３３
４３0

3５ ･223

751 458
2,078 844

32.58
27.66
18.83
13.62
37.21
18.89
１８．５１
１４.０１
19.58
7．９４
8．５９
3．２９
3．０７
3.01
3，９９
2．０４
9．９５
2．１８
5．８７

3５ 5９
28.94
２１．６９
14.33
38.02
21.64
20.23
１６.１６
21.54
7．９４
9.09
3．２９
4．９３
5．５９
4．６５
2．８３
9．９５
3．４１
7．４６

7,551
４ 180
1８ 346
l９ 760
３647
1２ 007
1５ 124
７222
8７ 837
５667
1５ 832

334
3,751
27.389
1５,７６０
15.406
4.１７０
88,309
1７６,１４６

県 合 計 519(8I)
5,510

1.335.108
→ ( j
3．８８

§良県ツ
1９５

卜）
284‘９６８ 52(） 533‘６９５ 6．２６ 4,962‘５６８ 8．２９ 20.67 344,254



民有林林道延長一覧表(No.２)
平成９年４月１日現在

、塑〆割

、＝〆ざ

自 動 車 道 ( A )

路 總 数 延 長

内 。

路 線 数

ｉ 装

延 長

民 有 林
面 積

h a

林 道
密 度
m/ha

舗装率

％

軽 車 道

路纈数 延 長

林 内
道 路
密 座

傭 考

紀

北

海

草

那

賀

伊

都

紀

和歌山市
海 南 市
下 津 町
野 上 町
美 里 町
小 研
打 田 町
粉 河 町
那 賀 町
桃 山 町
貴志川町
岩 出 町
小 計
栖 本 市
かつらぎ町
高野口町
九度山町
高 野 町
花 園 村
小 叶
北 計

２
４

５
1６(２)
2７（２）
６（４）
1４（３）
３（２）
４（２）

１（１）
2８(1２)
1０
３
２
４
20(１)
９（２）
4８（３）
10３(17)

1,650
12,674

8.989
43.535
66,848
12,562
28,980
7.284
9,812

2,550
61.１８８
30.260
1,578
6,719､
6,483
41,311
20,820
107,171
235,207

３

３
I0(２)
１６(２)

３（１）
２(１)
４（２）

９(4)．
６

２
２
９（１）
６（１）
2５（２）
50(８)

4,664

4,７２0
2７，９５６
37,340

9,614
4,812
9,769

24,195
18,343

6,719
2,823
9,861
8,290
46,036
107,571

5,811
2,８1３
1,１１１
2,４１0
7,220
19,365
2‘２２４
4,294
1,1 ０
2.5 ８
４４

１,２ ９
li,８ ９
6,7 ４
5，４８７
940

3,274
1０ 773
４505
3１ 693
6２ 877

0．２８
4.５１

3．７３
6．０３
3．４５
5，６５
6．７５
6．５６
3．８５

2．０９
5.１８
4．５１
０.２９
7．１５
1．９８
3．８３
4．６２
3．３８
3．７４

０．０
36.8

52.5
64.2
55.9
0.0
33.2
66.1
99.6

0.0
39.5
60.6
0.0

100.0
43.5
23.9
39.8
43.0
45.7

1７
３

５
６
３1
５

２
３
３
２
1５
1５
７
３
３
１

2９
7５

26.133
2.460

6.992
6,126
41,711
10,111

3.857
5.771
3..551
15,132
38,422
19,526
6,570
5,737
5.300
1.200

38‘３３３
118.466

4.4８
１９．４８
38.25
62.30
35.40
27.32
19.91
12.00
１９.２３
19.78
9．４３
10.83
15.63
15.76
12.47

･１６.７４
16.40
17.92
20.45
16.69
19.76

紀

中

有

田

日

高

龍

有 田 市
湯 浅 町
広 川 町
吉 備 町
金 屋 町
消 水 町
小 計
御 坊 市
美 浜 町
日 高 町
由 良 町
川 辺 町
中 津 村
美 山 村
耐 神 村
南部川村
南 部 町
印 南 町
小 針
中 計

１
４（１）

５(１)
2５（３）
3５（５）

1３（２）
1８（４）
3４（５）
3６（５）
11(２)

１４(３)
126(21)
161（26）

570
3,919

8,762
91,728
１０４.９７９

22,962
32.908
74,058
107.485
16,402

18,843
272,658
377,637

１
1(１)

３(１)
７（３）
1２(５)

６（２）
1０（４）
1９(５)
1５（４）
４（２）

３（２）
5７(1９)
6９（24）

350
358

3‘９０８
22,702
27,318

12,256
15,644
4１,２８２
3２，２１６
9.057

3.846
１１４，３０１
141,619

660
764

4‘８８３
1‘018
8,332
16,074
31,731
1,622
600

2.981
1，８８７
５291
７792
1４ 644
2２ 743
７０】０
Ｉ105
７825
7３ 500
1O5 231

0．７５
0．８０

1.05
5．７１
3．３１

4．３４
4．２２
5．０６
4．１３
2．３４

2.４１
3.７１
3．５９

61.4
9.1

44.6
24.7
26.0

53.4
47.5
55.7
30.0
5５．２

20.4
４1 ９
3１ ５

７

５
９
2１

６
５
４

６
４
２1
4６
6７

6,712

5.328
6,862
18.902

9.067
5,860
6，５６０

8,400
6,766
27.467
64,120
83.022

33.78
39.39
9．８６
34.02
21 7２
1７ 9１
l９ 0４
3５ 7４
3７ 2９
1９ 5１
5１ 6I
23 8９
1７ 9７
2０ 7１
13.95
4１.１４
92.87
16.62
22.45
21.42

紀

南

西

牟

婁

東

牟

婁

紀

田 辺 市
白 浜 町
中辺路町
大 塔 村
上亜田町
日直川町
すさみ町
串 本 町
小 叶
新 宮 市
邪智勝浦町
太 地 町
古 座 町
古座川町
熊野川町
本 宮 町
北 山 村
小 計
南 計

７，
７
3６（５）
3９（４）
７
1４(３)
3５（３）
10(２)
155(17)
６(１)
1７(２)

７（１）
2９（５）
1６(５)
2１（７）
４

100(21)
255（38）

10,207
19,920
9２ 377
125 729
６325
4４ 877
69.140
23.990

392,565
7,963
57.168

１５,６７４
92,895
８１.２３９
62.988
6.262

324,189
716.754

２
３
５(１)
2４（４）

５（３）
４（２）
６（２）
4９（12）
５
５

３(１)
1９(４)
８（３）
９（４）
４
5３（12）
102(24》

127
4,968
16‘053
59‘６４２

２､５１０
548

Ｉ,２５１
I１ 099

115
２ 806

549
48‘082
331186
28,178
6,126

148,042
266,１４1

７551
４180
l８ 346
1９ 760
３647
1２ 007
1５ 124
７222
8７ 837
５667
1５ 832

334
3‘７５１
27,389
15,760
15,406
4，１７０
88‘３０９
1７６,14６

１.３５
4．７７
5．０４
6．３６
1．７３
3．７４
4．５７
3．３２
4．４７
1.４１
3.６１

4.１８
３3９
５1５
４0９
１50
3．６７
4.07

１２
2４ ９
1７ ４
4１ ４
0.0
47.9
5.1
5１.１
30.1
51.7
38.1

41.8
51.8
40.8
44.7
97.8
45.7
37.1

７
３

２
４
1４
５
3５

５
1３

】８
5３

18.065
5.337

1,950
5.383
15.786
9.053
55,574

5.777
2２，１２９

27,906
83,480

32.58
27.66
18.83
13.62
37.21
18.89
１８.５１
14.01
1９．５８
7．９４
8．５９
3．２９
3.07
3.０１
3．９９
2．０４
9-９５
2，１８
5．８７

県．合計 519(8i)
１ 5.510

1,335.108 221(56)
5‘５１０

520,841
）←奈良県
344‘２５４

分
3，８８ 39.0 １９５ 284.968 8．２９



６．林業就業者数の推移
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林業就業者数の推移（国勢調査結果）

S３５ S４０ S４５ S５０ S５ (） S６０ H２ H７
県 計 13,363 6,882 5,956 5.014 4.07７ 3.019 2.312 2.078

海

草

和歌山 行
海南計
I , 津画
野上田

計

7８
41
７
6８

360
554

6２
1８
４

２
1９:３
3（ ４

5８
1O
２

２５
203
298

４1
５
Ｉ

1４
1５０
21１

6２
６
１

1２
9３
174

5８
IO
０
８

5７
１３３

4３
1５
０
月
3４
9７

4２・５
0
２

2０
6９

那

賀

打田町
粉河町
那智町
桃山町

畳表111町
岩出町
計

5４
5０
３

4７
４
1３
1７1

９
2７
３
2８
１
１
6９

３
2８
１

3７
0
４
7３

４
2０
０
７

０
３
3４

２
９
０
3１
０
３

4５

１０
1５
０
８
Ｉ
２
3６

３
５
（
９
0
５
2２

６
1１
０
９
２
４
3２

伊

都

矯 卒 巾
I】つらさ脚」
高野口町
九度山町

イヒ團牛１
計

1２６
1９２
4０
1６２
6４１
246

1.407

6３
7７
1４
１１５
404
1３３
806

5０
5３
1７
7０

2８７
1１５
５９２

4４
4８
８
6６

214
8７

467

5６
31
1２
5９
1７１
7７

406

4６
31
1４
3７
１２１
5０

299

2９
1６
10
41
8５
30

21１

4３
1３
1２
2９
6９
1８

1８４
紀 北 計 2,１３２ 1.１７９ 963 ７１２ 625 468 330 285

有

田

有田市
湯 浅 叫
胆
ユＥ
奇
稲

計

４
2０
1６６
1８
238

１.２９７
1.743

４
８

4６
1３
9５
638
804

７

１
4９
２

5１
526
636

３
１
5２
１
5５
350
462

７
２
4７
３
1８

264
3４１

５
３
3２
１
2２
176
239

３
１
3１
１
1５
132
1８３

５
１

４６り

１
８

1３0
1９1

日

高

御坊１
罰
Ｅ
日
ノＩ
ヰ
美Ｉ
輻 …

南部ｊ’
I

印南日
計

1２
５

1７
3８
1３６
422
838

1,１３９
358
2５
199

3-１８９

1７
４
４
３
4５
1８６
453
488

-

1６９
1２
６1

１４４ツ

１２
４
ワー

３
2４
1２２
395
4８２
１４５
８
3８

1.240

1５
３
３
０
21
7３
327
460
105
７
4５

OＲｑ

2７
２
９
０
４1
8０
232
339
8６
９

4２
867

1７
５
５
４
4７
5３
160
269
8７
11
3８

696

1(
３
４
２

4１
51
1２５
221
４
1（
2（

54（

| １ ２
３
10
２
3０
6３
7５
212
4２
５
９

463
紅 中 汁 4‘９３２ 2,246 l,８７６ '５２１ l@２０８ 935 72： 654

西

牟

婁

田辺可
白浜、
. 辺 路 汀
大塔村
二富田町
日置川町

- さみ町
串本町
計

608
3４
607
705
154
372
492
163

3.135

279
1６

402
479
6６
269
234
1５７

1,９０２

234
９

１

ｔ 00
■
■
●
、 4３
5６
1５４
217
9８

１,４１１

1７７
１２
298
237
5３
1６７
1７４
103

1,２２１

１４５
1９
184
247
51
1０８
1４1
8８
'8３

1４２
2１
１１２
173
4６
6１
126
61
742

9１ １１３
1O ８
7６ 6９
1４８ 1６３
3１ 3２
6５ 4６
9３ 9７
4 ９ ４ ０

5６３．５６８

東

牟

婁

新宮市
ガI〕官鰯f旧脚』
太地町
座町
川町;川町

更宮町
北山村

計

319
365
1４
8１
707
407

1.０７９
1９２

3.164

193
１２４
６
3９
249
266
6２１
5７

1.５５５

1９1
１８３
８
3５
４１５
206
547
1２１

1,７0６

199
1８８
４
3４
421
1６６
430
1１８

1.５６０

0３
6３
Ｉ
3４
269
193
339
5９

1．２６１

１４５
149
０
4６
180
105
２１５
3４

874

１００１３０
1 0 ８ i ９ ８
３ ３
3５ 3６
1９４ 9３
7０ 6５
１６２J 1３３
2４ 1３
696 571

紀ヨ宥 計 6.299 3.457 3．１１７ 2.７８１ 2,244 1.６１６ 1．２５９ 1.１３９



７．林業（林研）グループの数及び会員数
1”7．４
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番号 グ ル - プ 名 市 町 村 名
会員数（人）

男 女 計
備 考

１ 巽 林 業 研 究 グ ル ー プ 海 南 市 1２ 1２

２ 野 上 町 林 業 研 究 グル ープ 野 上 町 1６ １ 1７

３ 美里町林業研究グループ 美 里 町 l l 1１

４ 打 田 町 椎 茸 生 産 組 合 打 田 町 1７ １ 1８

５ 鞆 渕 林 業 研 究 会 粉 河 町 1２ 1２

６ 野 田 原 谷 林 業 研 究 会 桃 山 町 4５ 4５

７ 山 田 ・ 吉 原 林 業 研 究 会 橋 本 市 5９ １ 60

８ 九度山町東部林研グループ 九 度 山 町 1５ 1５

９ 高 野 町 筒 香 林 研 グル ープ 高 野 町 1８ 1８

10 金 屋 町 林 研 究 グ ル ー プ 金 屋 町 1２ 1２

1１ 広 川 町 林 業 研 究 会 広 川 町 3０ 30

1２ 清 水 町 林 業 研 究 会 清 水 町 1４ 1４

1３ 中 津 村 林 業 研 究 会 中 津 村 3６ 3６

1４ 美 山 村 林 業 振 興 会 美 山 村 5４ １ 5５

1５ 龍 神 林 業 懇 話 会 龍 神 村 2９ １ 3０

1６ 龍 神 林 業 研 究 会 龍 神 村 2５ 2５

1７ 南 部 川 村 林 業 研 究 会 南 部 川 村 2２ 2２

1８ 中 辺 路 町 林 業 研 究 会 中 辺 路 町 2５ 2５

1９ 中辺路町高品質林業倶楽部 中 辺 路 町 2９ 2９

2０ 日 置 川 町 林 業 振 興 会 日 置 川 町 3２ 3２

2１ す さ み 町 林 業 振 興 会 す さ み 町 3０ ３ 3３

2２ 青 和 林 業 研 究 会 す さ み 町 ８ ８

2３ 石 橋 林 業 協 同 組 合 す さ み 町 2１ 2１

2４ 紀 南 高 集 林 研 那智勝浦町他 2１ ２ 2３

2５ 新 宮 林 業 研 究 ク ラ ブ 新 宮 市 2７ 2７

2６ 杉 の 子 会 那 智 勝 浦 町 1７ ７ 2４

2７ 七 川 林 業 研 究 会 古 座 川 町 2０ 20

2８ 熊野川町林業研究クラブ 熊 野 川 町 3０ 3０

2９ 三 里 林 研 会 本 宮 町 6１ 6１

3０ 第 二 請 川 林 友 会 本 宮 町 4３ ４ 4７

３１ 南 紀 林 業 研 究 会 古 座 町 他 3１ ３ 3４

3２ 古 座 川 流 域 林 業 研 究 会 古座・古座川町 2３ 2３

計 845 (24）
2２ 867 女性会員２名重腹あり



8．山村地域(振興山村)現況一覧表
(No.1)

唾ｺ、-ノ

Zよ､と琴ノ

-７９-

〆

市町村名 地 域 名 総 面 積
A(ha)

林野面積
B(ha)

林野率
B / A

総 人 口
C (人）

人口密度
C / A 指定年度

田 辺 市
秋 津 川
長 野 4,730 ３，９７２ 8４ 2,106 ０．４５ 4４

新 宮 市 高 田 ５，９９６ ５,１０５ 8５ 418 0.07 4６

野 上 町 志 賀 野 862 576 6７ 632 ０.７３ 4５

美 里 町

真 国

細 野

国 吉
長 谷 毛 原 6,403 5,554 7６ 1,864 0.29 4３

桃 山 町 細 野 1,000 811 8１ 166 ０．１７ 4６

粉 河 町 鞆 淵 ３，０６１ ２，６２７ 8６ 882 0．２９ 4６

高 野 町
野
貴

高
富 １３,７０８ １３,０４４ 9５ 6,386 0.47 4４

花 園 村 花 園 4,744 4,507 9５ 659 ０．１４ ４１

金 屋 町
石 垣

岩 倉 5,781 4,647 8０ 2,568 ０.４４ 4２

清 水 町

八 幡

安 諦
五

岩 倉 18,276 1７，６１８ 9６ 4,658 ０．２５ 4３

川 辺 町
蘇
生

早
丹 5,598 ４，２１０ 7５ 3,582 0.64 4７

中 津 村
船 着
川 中 8,702 7,823 9０ 2,504 0.29 4１

美 山 村
川 上

寒 川 16,862 1５，８９５ 9４ 2,262 ０.１３ 4０

龍 神 村

龍 神
上 山 路
中 山 路
下 山 路 25,513 24,285 9５ 4,642 ０．１８ 4３

南 部 川 村
清 川
高 城 6,423 ５，３３４ 8３ ２,４１３ ０．３８ 4４

印 南 町 真 妻 ３，８４８ ３，６９４ 9６ １，０４４ ０.２７ 4５

白 浜 町
東 富 田
北 富 田 4,287 ２，９７３ 6９ 4,356 1.02 4５



(No.２)

､＝ゾョ：

(＝'"．

(注）山村カード(H８)、７年国勢調査（人口）による。

-８０-

市町村名 地 域 名 総 面 積
A(ha)

林野面積
B(ha)

林野率
B / A

総 人 口
C (人）

人口密度
C / A 指定年度

中 辺 路 町
栗 栖 川

川

近 野 21,195 19,825 9４ 3,863 ０．１８ 4３

大 塔 村
鮎 川

富 里
三 川 21,906 2１，１０５ 9６ 3,285 ０．１５ 4２

上富田町 生 馬 1,944 １,６０７ 8３ １，６１１ ０．８３ 4５

日置川町
舞
添

三
川 1０，９５９ 1０,０３８ 9２ 1,697 ０．１５ 4４

す さ み 町

見
河
本
舞

参
都

周
大
佐
三 15,374 1４，４４０ 9４ 5,141 ０．３３ 4４

串 本 町 和 深 3,617 ３，１２１ 8６ 1,611 ０．４５ 4６

那智勝浦町
色 川
太 田 1２,１１１ 11,367 9４ 2,096 ０．１７ 4３

古 座 町 田 原 ２，８９８ 2,464 8５ 1,255 ０．４３ 4２

古 座 川 町

高 池

明 神
三 尾 川

七 川

小 川 2９，４５２ 2８，２５１ 9６ 3,884 ０．１３ 4０

熊野川町

敷 屋
九 重
玉 置 口

三 津 ノ

小 口 17,547 16,681 9５ 2,144 ０．１２ 4４

本 宮 町
請 川

四

三 里 19,481 18,924 9７ 3,271 ０．１７ 4１

北 山 村 北 山 4,821 4,581 9５ 593 ０．１２ 4５

計 6５ 297,099 275,079 9３ 71,593 ０．２４



９．林務関係行政組織図
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総
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緑化セソター 公 園 課

鰯票王"ゞ"-E蔑職
県

事

務

い
- 森 林一十鯏林 務 課

林 業

整 備
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係
係
係
係

伊都県事務所

所 有 田 県 事 務 所 訓 森 林 整 備 係

千#"§．；日高県事務所十""““"…西牟婁県事務所

東牟婁県事務所

-８１-

戸



10．和歌山県林業関係団体一覧表

一へ〉

Ｉ

、電一/蕾』

一馳一

名 称 代 表 者 名 所 在 地 電話番号

和 歌 山 県 林 業 公 社

和 歌 山 県 森 林 組 合 連 合 会

和歌山県木材協同組合連合会

和歌山県木材利用推進協議会

和 歌 山 県 林 材 振 興 協 議 会

紀 州 材 流 通 促 進 協 議 会

和 歌 山 県 山 村 振 興 協 議 会

全 国 過 疎 地 域 振 興 連 盟
和 歌 山 県 支 部

和 歌 山 県 林 道 協 会

和 歌 山 県 治 山 防 災 協 会

(財）和歌山県緑化推進会

和 歌 山 県 木 炭 協 会

紀 州 備 長 炭 技 術 保 存 会

和歌山県特用林産振興連絡協議会

和歌山県山林種苗協同組合

和 歌 山 県 公 団 造 林 協 会

和歌山県林業研究グループ
連 絡 協 議 会
林業・木材製造業労働災害
防 止 協 会 和 歌 山 県 支 部

和 歌 山 県 林 業 経 営 協 議 会

グリーソマイスター連絡協議会
ワ 力

紀 州 林 業 懇 話 会

和 歌 山 県 民 有 林 ・ 国 有 林
連 絡 会 識

和歌山県みどりの少年団連盟

西 口 勇

松 本 健

中 谷 弘

中 谷 弘

西 口 勇

松 本 健

中 山 喜 弘

西 口 勇

西 田 正 弘

部 矢 敏 三

仮 谷 志 良

日下善右衛門

〃

〃

土 屋 保

松 本 健

真 砂 典 明

中 谷 弘

中 山 喜 弘

宮 本 文 平

畑 地 浩

平 松 俊 次

九 鬼 勝

F640和歌山市湊通丁北一丁目１-８県建設会館内

F640和歌山市湊通丁南四丁目18番地

F640和歌山市西浜１M０木材会館内

F640和歌山市西浜1660木材会館内

F640和歌山市小松原通り１-１県庁林業振興課内

FMO和歌山市湊通丁南四丁目18番地県森連内

F640和歌山市小松原通り１-１県庁内町村会事務局

F640和歌山市小松原通り1-１〃

F640和歌山市小松原通り１-１県庁林業振興課内

I■■

Ｔ640和歌山市小松原通り１-１県庁森林整備課内

〒640和歌山市小松原通り1-１〃

〒649-15日高郡印南町印南2288-5

〒 6 4 9 - 1 5 "

〒640和歌山市小松原通り１-１県庁山村振興課内

〒640和歌山市小松原通り１-１県庁森林整備課内

〒640和歌山市湊通丁南四丁目l鐇地林業会館内
口

〒640和歌山市小松原通り１-１県庁林業振興課内

〒640和歌山市西浜1660

I■■■

Ｔ640和歌山市小松原通り１-１県庁山村振興課内

〒649-12西牟婁郡上富田町生馬1504-1
林業セソター内

〒644事務局御坊市御坊８５野村義夫方

〒640和歌山市小松原通り1ー１県庁林業振興課内

〒640和歌山市小松原通り１-１県庁森林整備課内

1734-26-0505

)734-24-4351

)734-46-0592

)734-46-0592

W34-32-4111

)734-24-4351

)734-32-4111

〕734-32-4111

)734-32-4111

)734-32-4111

〕734-32-4111

07384-2-“17

07384-2-0017

0734-32-4111

0734-32-4111

0734-24-4351

W34-32-4111

0734-47-2262

0734-32-411】

0739-47-246[

O738-22-001:

0734-32-4111

0734-32-4111



Ｉ

’

表紙写真の解説
左上：和歌山県林業セソターで特許取得した(H8.2)化粧木材
右上：森林アニメーターの養成開始
左下：緑の募金活動
右下：資源活用型林業構造改善事業により建設された休業・休憩施設

体験交流センター、中山間地域資源活用整備事業で建設された
地域自然資源満喫施設（北山村の都市との交流メイソ施設）

｜
｜

裏表紙写真の解説
左上：ふるさと林道緊急整備事業

紀南縦貫林道の一環として整備が進む広見川線（新高尾トンネ
ル入口付近）

右下：平成８年度復旧治山事業(龍神村龍神）
土砂の流出を防ぐとともに、生息する魚のための魚道を設置

蝿、ノ

Ｉ

、 - ﾉ

森林・林業および山村の概況
’1997年７月

編集・発行 和歌山県農林水産部林業振興課
〒640和歌山市小松原通一丁目ｌ番地

TELO734-32-4111(大代表）内線(2962)
FAXO734-33-1037

株式会社高木プリソト
〒640和歌山市広瀬通り丁３丁目15

TELO734-36-2046

印 刷

この冊子は再生紙を使用しています。
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